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災 害・ イ ベ ン ト・

各 種 手 続 き な ど、

市の情報をいち早

くお届けします。

スマートフォンや

タブレットで市報

しぶしを読むこと

ができます。

　有明町の岩本剛さんが育て
たジャンボカボチャ（写真右）
重さ 42㎏と宮内春芳さんが育
てたジャンボカボチャ（写真
左）重さ 31㎏。
　来年は 100㎏超えを目指し
たいとのことでした。

志布志市ポータルサイト

マチイロ

もくじ contents

03　 よかとこトコトコ

04　特集： 「睡眠」と「ゲーム・スマートフォン・インターネッ

ト使用」から子どもたちの課題を考える

06　まちの話題　

09　10 月 14 日は鉄道の日です

10　教育委員会の外部評価を公表します

12　平成 30 年度「全国学力・学習状況調査」結果

14　歴史さんぽ

15　田舎のたしなみ。

17　健康カレンダー・日曜・祝日当番医

19　図書館へ行こう。

24　あたや元気やっど！　大きくなあれ！

25　キラリ青春！　今月の題字

26　市民のこえ　市長コラム

27　うぶごえ　おくやみ

28　市役所からの大事なお知らせ

33　お知らせ・募集

35　水道修繕当番店

40　暮らしのカレンダー

『トコトコ歩いて行きたい』　観光特産品協会おススメのよかとこ（良いところ）をご紹介します。

　
「
志
布
志
び
よ
り　

い
ち
ご
の
か
く
れ
ん
ぼ
」

は
、
志
布
志
市
“
志
〟
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
の
会

員
の
方
々
が
市
の
新
た
な
銘
菓
を
目
指
し
開
発
し

た
ま
ん
じ
ゅ
う
で
す
。

　

市
の
特
産
で
あ
る
イ
チ
ゴ
を
丸
ご
と
白
あ
ん
で

包
ん
だ
ま
ん
じ
ゅ
う
で
、
表
面
に
は
「
志
」
の
文

字
が
焼
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
あ
ん
に
使
用
す
る
白し

ろ
は
な
ま
め

花
豆
は
、
イ
チ
ゴ
の
甘

さ
と
酸
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
数
種
類
の

中
か
ら
イ
チ
ゴ
に
合
う
も
の
を
取
り
寄
せ
、
ほ
ん

の
り
と
し
た
甘
さ
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
ん

じ
ゅ
う
の
皮
は
、
分
量
を
５
～
６
回
変
え
る
な
ど

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
パ
ン
職
人
に
教
え
て
も
ら
い
、

モ
チ
モ
チ
と
し
た
皮
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
「
い
ち
ご
の
か
く
れ
ん
ぼ
」
は
、
試
作
を
何
回

も
重
ね
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
食
べ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
声
を
聞
き
、
２
年
半
近
く
か
け
て
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
に
販
売
を
開
始
し
、
現
在
は
ア
ピ

ア
内
の
港
湾
通
り
、
蓬
の
郷
、
t
て

げ

e
g
e
亭
内
の

カ
フ
ェ
、
鹿
島
商
店
、
市
役
所
本
庁
の
売
店
の
５

か
所
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
出

店
の
際
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
“
志
〟
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
は
、
県
内
外
か
ら

の
修
学
旅
行
生
や
一
般
客
を
受
け
入
れ
、
自
然
や

文
化
に
触
れ
、
農
業
体
験
な
ど
を
通
し
て
志
布
志

市
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
紹
介
し
て
い
る
「
い
ち
ご
の
か
く

れ
ん
ぼ
」
や
ピ
ザ
を
作
る
親
子
体
験
教
室
、
日
帰

り
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

日和の会

有明町野井倉 8288-31　℡：477-1728

【ツーリズムに関する問い合わせ先】

　志布志市 “ 志 ” ツーリズム協議会

　（市役所農政畜産課農政係内）

　℡：474-1111（内線 428）

志布志市 “ 志 ”

ツーリズム協議会

志布志びより

いちごのかくれんぼ

ま
ん
じ
ゅ
う
が
蒸
し
あ
が
る
と
、
仕

上
げ
の
焼
印
が
押
さ
れ
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
作
業
で
作

ら
れ
ま
す
。
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プ
レ
ゼ
ン
ト
１

　３ページ「よかとこトコトコ」で紹介しています日和の

会さんより「志布志びより　いちごのかくれんぼ」セット

（５個入り、冷凍でお届け）を５名にプレゼントします。

　25 ページの「お便り」ハガキを使ってご応募ください。
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特
集

「
睡
眠
」
と
「
ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
」

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
課
題
を
考
え
るや

運
動
技
能
が
定
着
し
に
く
く
な
る
」
な
ど

の
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
【
資
料
①
】
に
あ
る
通
り
、
就
寝

前
の
電
子
機
器
の
使
用
は
、
睡
眠
時
間
を
短

く
し
、
睡
眠
の
質
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
研

究
結
果
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
翌
日
が
学
校

で
あ
っ
た
場
合
、
能
力
を
十
分
発
揮
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
障
害
と
は
？

　

【
グ
ラ
フ
②
】
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
障
害
」
の
疑
い
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合

を
示
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
多
く
の
年
代
で

「
疑
い
あ
り
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
大
変
心
配
で
す
。
（
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
【
資
料
②
】
参
照
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
障
害
と
は
、

禁
止
薬
物
の
使
用
や
過
剰
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
、
日
常
的
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
実
施
な
ど
と

同
様
の
「
依
存
症
」
で
あ
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
に
よ
り
２
０
１
９
年
に
疾
病

（
病
気
）
と
し
て
認
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

疑
い
が
あ
れ
ば
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す

が
、
「
依
存
症
」
で
あ
る
以
上
、
そ
の
改
善

の
た
め
に
は
専
門
的
な
治
療
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

予
防
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
障
害
」
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、

① 

幼
い
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
さ
せ
な
い
。

② 

子
ど
も
専
用
の
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
環
境
を

与
え
な
い
。

③
使
用
時
間
を
守
ら
せ
る
。

な
ど
の
配
慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

家
庭
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

　

講
演
会
で
、
増
田
先
生
は
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

睡
眠
不
足
や
電
子
機
器
の
過
度
の
利
用

は
、
人
間
の
、
と
り
わ
け
子
ど
も
の
脳
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
は
、

家
族
で
し
っ
か
り
話
し
合
い
、「
家
庭
内
ル
ー

ル
」
を
し
っ
か
り
決
め
て
、
大
人
も
子
ど
も

も
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
７
月
１
日
、
市
文
化

会
館
で
「
睡
眠
不
足
と
メ
デ
ィ
ア
漬
け
か
ら

子
ど
も
の
脳
を
守
る
」
と
題
し
、
鹿
児
島
市

の
医
学
博
士
で
あ
る
増
田
彰
則
先
生
を
講
師

に
招
き
、
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
事
前
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
生
活
調
査
）
の
分

析
結
果
も
交
え
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
志
布
志
市
の
子
ど
も
た
ち

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
分
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
課
題
は
？

　

【
グ
ラ
フ
①
】
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
多

く
の
児
童
生
徒
が
、
布
団
や
ベ
ッ
ド
に
電
子

機
器
（
携
帯
型
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
）
を
持
ち
込
み
、
夜
遅
い
時
間
ま
で
使

用
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
実
態
で
す
。

　

年
代
別
で
見
て
み
る
と
、
志
布
志
市
の
子

ど
も
た
ち
の
割
合
は
、
鹿
児
島
県
内
の
児
童

生
徒
の
平
均
値
の
約
２
倍
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
目
が
届
か
な
い
自
室
で
、
あ
る

い
は
布
団
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
、
ゲ
ー
ム
や

ネ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
と
り

を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
そ
ら

く
対
象
の
子
ど
も
た
ち
は
、
睡
眠
を
十
分
に

取
れ
て
い
な
い
は
ず
で
す
。

子
ど
も
の
睡
眠
不
足
に
よ
る
影
響
は
？

　

睡
眠
不
足
だ
と
「
脳
が
休
息
を
取
れ
な
い
」

「
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
る
」
「
学
ん
だ
知
識

　

睡
眠
に
つ
い
て

● 

小
学
生
は
午
後
９
時
～
10
時
ま
で
に
寝

る
習
慣
を
つ
け
る
。

● 

電
子
機
器
の
電
源
は
、
就
寝
時
刻
の
１

時
間
前
ま
で
に
切
る
。

●
枕
元
に
電
子
機
器
を
置
か
な
い
。

　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
障
害
の
予
防
に
つ
い
て

●
家
庭
内
ル
ー
ル
を
作
り
、
厳
守
さ
せ
る
。

● 

平
日
は
や
ら
な
い
の
が
ベ
ス
ト
。
さ
せ

て
も
１
時
間
以
内
。

● 

勉
強
の
後
で
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
を
さ
せ

な
い
。
（
学
習
内
容
が
定
着
し
に
く
く

な
る
た
め
）

　
親
と
し
て
心
が
け
た
い
こ
と

● 

家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
確
保
す
る
。（
向

き
合
い
、
話
を
聞
く
）

●
親
が
熱
中
し
す
ぎ
な
い
。

【
資
料
②
】

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
障
害
」
は
、
《
条
件
１
、
２
》

と
も
に
当
て
は
ま
る
と
「
疑
い

あ
り
」
と
な
り
ま
す
。

《
条
件
１
》

　

毎
日
２
時
間
以
上
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
。

《
条
件
２
》

　

次
の
項
目
か
ら
、
直
近
の
１

年
間
で
５
つ
以
上
当
て
は
ま
る
。

1 
ゲ
ー
ム
な
ど
に
夢
中
に
な

る
。

2 

ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
上
げ
ら

れ
る
と
「
離
脱
症
候
群
（
暴

言
、
暴
力
、
不
安
感
な
ど
）
」

を
お
こ
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

3 
ゲ
ー
ム
な
ど
の
時
間
が
増
え

て
い
く
。

4
自
分
で
止
め
ら
れ
な
い
。

5 
ゲ
ー
ム
な
ど
以
外
へ
の
関
心

が
な
く
な
る
。

6 
悪
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
続

け
て
し
ま
う
。　

7 
ゲ
ー
ム
な
ど
を
す
る
た
め
に

嘘
を
つ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

8 
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
る
た
め
に

ゲ
ー
ム
な
ど
を
や
る
。

9 

ゲ
ー
ム
な
ど
の
や
り
す
ぎ

で
、
仕
事
（
学
校
）
、
友
人

を
失
う

【
資
料
①
】

　

就
寝
前
に
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う

と
「
睡
眠
時
間
の
短
縮
」
や
「
睡

眠
の
質
の
低
下
」
に
つ
な
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

（
具
体
例
）

● 

睡
眠
時
間
が
３
０
～
６
０
分

短
く
な
る
。

● 

寝
つ
き
が
悪
く
な
り
、
夜
中

に
目
が
覚
め
や
す
い
。

● 

朝
、
だ
る
さ
を
訴
え
、
朝
食

を
取
ら
な
い
傾
向
が
強
い
。

↓

■
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
３
７
）

　

翌
日
、
学
校
で
能
力
を

発
揮
で
き
な
い
。

青
少
年
健
全
育
成

【グラフ②】「インターネット・ゲーム障害」（疑い）児童生徒の割合（％） 【グラフ①】布団やベッドでゲームやスマホをする子の割合（％）
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まちの話題市内であった出来事を 写真とともにお届けしますC I T Y  T O P I C S

さんふらわあきりしま 新造船就航
　志布志－大阪航路に投入された新造船大型フェリーの２隻目で

ある「さんふらわあきりしま」が９月 15 日の大阪発から運航を

開始し、翌 16 日、志布志港に初入港しました。入港後、船内の

操舵室で記念プラークなどが高梨直智船長らに贈られました。

　この記念プラークは、鹿児島県の「さつまの名匠」に認定され

た志布志市の佐藤隆洋さんが作成したもので、「一路平安（航海

中の無事を祈る）」と刻印されています。

スポーツ少年団の発展に貢献　

　９月 15 日、鹿児島市の県立鴨池補助競技場で、地域の青少年

健全育成に貢献された指導者を表彰するスポーツ少年団顕彰者表

彰が行われ、本市から２名の方が受章されました。

●日本スポーツ少年団顕彰（写真右）

　大山龍美さん　香月水泳スポーツ少年団（水泳）（指導歴 28 年）

●県スポーツ少年団顕彰（写真左）

　田中隆幸さん　志布志なかよしスポーツ少年団（空手）（指導歴 21 年）

祝 世界理美容選手権マスター部門優勝
　有明町でヘアーサロンケンジを経営する原田昌司さんが、９月

にフランスで開催された世界理美容技術選手権大会（ヘアワール

ド 2018）に出場し初優勝され、９月 25 日市長室で表彰伝達式

が行われました。

　原田さんは50歳になったのを機にチャレンジすることを決め、

県予選、全国大会を経て世界大会に出場。市長室で原田さんは「今

までで一番気合を入れて仕事をしました。優勝できたのは家族と

スタッフの協力のおかげです」と感謝の言葉を述べられました。

道路愛護などの功績が表彰されました
　８月 28 日、特定非営利活動法人志布志市ふるさと協議会有明支

部、志布志支部、松山支部が鹿児島県から道路愛護等に関する功

績が認められ表彰されたことを受け、市長室で表彰伝達式が行わ

れました。同協議会は、平成 18 年に設立され、今回、市内の県

道や市道、河川などの道路清掃やごみ拾いなどの活動を、継続的

に実施されたことが評価され表彰されました。また、1,000 人街

頭立哨など交通安全啓発活動にも積極的に参加されています。

敬老訪問で長寿を祝いました
　９月６日、市長・議長・社会福祉協議会らが市内の最高齢の

方や白寿の方々を訪問し、長寿を祝いました。

　９月 17 日の敬老の日を前に実施され、特別養護老人ホーム

やっちくに入所されている志布志市最高齢 104 歳の佐々木ヨ

ネさん（大正２年 12 月生まれ）や大正９年１月～ 12 月生ま

れの 35 名（男性６人　女性 29 人）を訪問しました。

人権擁護委員の委嘱状伝達式
　８月 29 日、市長室で人権擁護委員の委嘱状伝達式が行われ、

志布志町安楽の竹之内京子さん（写真左）と有明町野神の谷口誠

一さん（写真右）に委嘱状が渡されました。

　お二人は平成 27 年７月から人権擁護委員として、地域住民の

一番身近な相談相手となっています。今回これまでの適正な処置

や救済に努められていることなどの功績により、再任されること

になりました。

鹿児島黒豚を学校給食に提供
　「株式会社ナンチク・志布志畜産株式会社」が地産地消の一環

として、郷土の特産品である「鹿児島黒豚」の周知と食に関する

知識や習慣などの学習につなげてもらいたいと、学校給食セン

ターに贈呈されました。

　両社は、９月６日を「黒 ( くろ ) の日」として平成 19 年度か

ら給食に食材の贈呈をされており、本市の各学校では９月５日、

６日に「黒豚丼」にして給食を楽しみました。

秋の交通安全キャンペーンが実施されました
　９月 21 日～ 30 日の秋の全国交通安全運動に伴い、９月 25 日、

県交通安全協会志布志地区協会の会員が、松山町で交通安全を呼

びかけるキャンペーンを行いました。

　会員らは、チラシやガムなどが入った粗品をドライバーに配り、

子どもや高齢者の通行安全の確保や早めのライト点灯、飲酒運転

の根絶など交通安全を呼びかけました。
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レスリング大会で好成績を収めました
　８月 25 日、26 日に熊本県玉名市の桃田総合運動公園総合

体育館で、第７回ジュニア玉名杯九州少年少女レスリング選

手権大会が開催されました。

　中学生 73㎏級で平田健
け ん と

人さん（志布志中１年）が２位、小

学生（３，４年）28㎏級で平田秀
ひ で と

人さん（志布志小４年）が

３位入賞を果たしました。

鹿児島県代表 剣道全国３位
　９月 16 日、大阪市で全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会が

開催され、児玉諒
りょうたろう

太郎くん（安楽小６年）が鹿児島県代表チーム

のメンバーとして出場し、３位入賞を果たしました。県内から少

年剣士が５人選抜され、その中でも児玉くんは大将を任され、チー

ムの柱として大きく貢献しました。

　また、中学生の部には、井上心
こ は る

春さん（志布志中３年）が県代

表チームのメンバーとして出場し、ベスト８の成績を収めました。

まちの話題市内であった出来事を 写真とともにお届けします

10 月 14 日は鉄道の日です
　明治５年（1872 年）10 月 14 日に新橋～横浜間に日本で最初の鉄道が開業しました。鉄道は、国の発展

に欠かせない基幹産業として、また、身近な公共交通機関として、高速化・定時化・大量化・安全化に取り

組み、経済活動の要、生活の足として、確かな基盤を築いてきています。

　それから 122 年後の平成６年に、その誕生と発展を記念して 10 月 14 日を「鉄道の日」と定め、ＪＲや

民間鉄道等の鉄道事業者とその関係者が一堂に会し、鉄道の発展を祝うとともに、鉄道が広く愛され、その

役割についての関心が高まることを願い、各地で多彩な行事が行われています。

◆ＪＲ日南線利用促進連絡協議会

　この協議会は、日南線沿線の宮崎市、日南市、串間市および志布志市で構成さ

れており、さまざまな広報活動や企画を行い、イベントの実施やＪＲ九州との連

携を図りながら、利用促進に向けての取組を行っています。

《今後の予定》

●つながるマルシェ：志布志駅（ぽっぽマルシェ）～串間駅（でんしゃでマルシェ）

　地域の物産展を列車を利用して結びます。

●観光特急「海幸山幸」カップリング列車

◆ＪＲ日南線利用促進助成事業

　市内の児童生徒が JR 日南線への理解を深めてもらうことを目的に、市内の小中学校、保育園、幼稚園などを対

象に、JR 日南線を利用した社会見学（遠足）、文化・スポーツ交流などの活動を支援しています。

●助成対象： 市内の小中学校、保育園、幼稚園、子ども会、スポーツ少年団、部活動、PTA などの活動を行う２

人以上の児童生徒が対象で、活動には大人の同伴が必要です。また、原則として１年度（４月から

翌年３月までの期間）において１回限りです。

●助成金額： ＪＲ日南線の利用に係る児童生徒等の運賃の片道分を助成します。ただし、１団体につき３万円が

上限です。

ＪＲ日南線利用促進連絡協議会キャラクター
「 ニ ッ チ ー 」

■問い合わせ先：ＪＲ日南線利用促進連絡協議会（企画政策課　企画調整係）　℡：474-1111（内線 252・256）

2018 鉄道の日イベント

日時：10 月 27 日（土）　

　　　10 時～ 17 時

場所：ＪＲ宮崎駅西口広場

◆みやざき地域鉄道応援団

　ＪＲ日南線及び吉都線利用促進を図るために、宮崎県を中心に沿線自治体や市民代表などで今年度設置されま

した。沿線地域の魅力の再発見や効果的な情報発信など、官民一体となって利用活性化に向けて取り組んでいます。

「うみのみえるハーブの森」記念植樹
　８月 26 日、しおかぜ公園西側駐車場の緑地帯に「うみのみえ

るハーブの森」がつくられることになり、その記念植樹が行われ

ました。「Bramberry の森　チームガーディニア」（新井照代代表）

が県の「みんなの港サポーター推進事業」の認定を受け、今後３

年程度かけて整備を行い、ハーブ園をつくる予定です。

　当日は関係者が集まり、桑の木とアメリカンブルーやペパーミ

ントなどのハーブを植え付けました。

グラウンド・ゴルフ大会が開催されました
　８月 26 日、志布志運動公園ふれあい広場で、市校区公民館連

絡協議会主催のグラウンド・ゴルフ大会が開催され、各校区の代

表 59 チーム約 300 人が参加しました。

　市民の健康増進とふれあいを図り、活力ある地域づくりを目的

に開催され、今年で 13 回目となります。

　参加された皆さんは、当日の暑さを吹き飛ばすくらい元気に競

技されました。優勝は、香月校区の昭和台でした。

ミニバレーボール大会が開催されました
　９月２日、志布志運動公園体育館で市校区公民館連絡協議会志

布志支部主催のミニバレーボール大会が開催され、８チームが参

加し、熱戦が繰り広げられました。

　スポーツを通して親睦と融和を図りながら、明るく豊かな地域

の発展を目的に開催されています。当日は大変蒸し暑い体育館で

の開催となりましたが、真剣に楽しく競技していました。

　優勝は、森山校区でした。
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教育委員会の外部評価を公表します
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき、教育委員会では５人の学識経験者で構成す

る外部評価委員会を７月 31 日に開催しました。平成 29 年度の教育委員会の主な事務事業について点検・評価を

行い、報告書を議会に提出しましたので、その概要を公表します。

　教育委員会では、この点検・評価をもとに、これまで以上に効果的な教育行政の推進に努めます。

■問い合わせ先：教育委員会　教育総務課　℡：472-1111（内線 310）

◆
目
的

　

毎
月
の
定
例
会
、
教
育
委
員
研

修
会
、
学
校
訪
問
、
学
校
経
営
報

告
会
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
そ
の

他
各
種
行
事
へ
の
出
席
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
30
年
２
月
か
ら
、
教
育
委

員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新

「
教
育
長
」
が
設
置
さ
れ
、
教
育
行

政
に
お
け
る
責
任
体
制
の
明
確
化

が
な
さ
れ
た
。
今
後
も
総
合
教
育

会
議
を
通
し
て
首
長
と
教
育
委
員

会
が
さ
ら
に
連
携
を
深
め
な
が
ら

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
諸
研
修
会
や
自
主
学
習
会

を
通
し
て
教
育
委
員
と
し
て
の
資

質
向
上
を
図
り
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
は
、
鹿

児
島
大
学
と
連
携
し
た
取
組
や
奨
学

金
制
度
の
検
討
及
び
小
中
一
貫
教
育

へ
の
取
組
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
総
合
教
育
会
議
は
行

政
ト
ッ
プ
で
あ
る
首
長
と
直
に
語
る

こ
と
が
で
き
る
非
常
に
い
い
機
会
で

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
積
極
的
に
協

議
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
委
員
会
委
員
の
活
動
状
況

◆
目
的

　

志
布
志
高
等
学
校
お
よ
び
尚
志

館
高
等
学
校
に
対
し
総
合
的
な
支

援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
及
び
市
内
高
等
学
校

の
充
実
・
活
性
化
に
資
す
る
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
28
年
度
か
ら
開
始
し
、
２

年
目
と
な
る
が
志
布
志
高
校
に
お

い
て
は
４
学
級
を
維
持
す
る
た
め

の
生
徒
数
確
保
に
至
ら
ず
、
３
年

連
続
３
学
級
編
成
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　

　

今
後
、
生
徒
確
保
に
向
け
、
事

業
内
容
の
見
直
し
も
含
め
た
更
な

る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

今
後
は
志
布
志
高
校
へ
の
市
外

通
学
者
に
対
し
て
バ
ス
通
学
支
援

も
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
入
学
者
増
に
向
け
て
、
前
向

き
な
事
業
の
進
め
方
が
必
要
で
あ

る
。 市

内
高
等
学
校
支
援
事
業

◆
目
的

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場

所
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
こ
と

か
ら
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
性
能

の
確
保
を
含
め
、
老
朽
施
設
の
質

的
整
備
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
29
年
度
は
原
田
小
学
校
校

舎
１
棟
、
安
楽
小
学
校
校
舎
１
棟
、

伊
﨑
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
１
棟
、

伊
﨑
田
中
学
校
校
舎
２
棟
の
合
計

５
棟
の
老
朽
化
改
修
を
完
了
し
た
。

　

今
後
も
年
次
的
に
老
朽
化
改
修

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
児
童

生
徒
が
安
全
で
適
正
か
つ
良
好
な

学
習
環
境
を
整
え
て
い
く
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

良
好
な
学
習
環
境
と
地
域
住
民

の
避
難
場
所
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン

設
置
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

教
室
の
老
朽
化
だ
け
で
な
く
教
室

以
外
の
施
設
に
つ
い
て
も
関
心
は

高
ま
っ
て
お
り
、
本
事
業
は
引
き

続
き
計
画
的
に
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

小
・
中
学
校
施
設
老
朽
化
改
修
事
業

◆
目
的

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

の
学
力
の
実
態
と
課
題
を
的
確
に

把
握
す
る
と
と
も
に
、
学
力
向
上

に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、
確
か
な

学
力
の
定
着
と
学
力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

本
市
の
学
力
は
、
国
や
県
の
学

力
の
平
均
を
上
回
る
学
校
が
増
え

て
き
つ
つ
あ
る
。
徳
育
・
体
育
と

の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
学
力
向

上
は
学
校
教
育
の
最
大
の
使
命
の

一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
で
一
番
大

事
な
や
る
気
を
育
て
る
た
め
に
は

環
境
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
。
志

学
教
室
や
視
察
し
た
夏
休
み
学
習

教
室
等
、
子
ど
も
た
ち
に
変
わ
る

き
っ
か
け
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
あ

げ
る
べ
き
で
あ
る
。
分
か
ら
な
い

こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な

い
、
頑
張
っ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ

る
な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。

学
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
等
が
連
携
を
図
り
、
よ
り
よ
い

生
徒
指
導
態
勢
を
確
立
す
る
。
併

せ
て
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早

期
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
不
登
校
生
の
出
現
の
抑
止
に
取

り
組
む
。

◆
総
合
評
価

　

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
な
ど
は
、

在
籍
す
る
全
て
の
児
童
生
徒
に
起

こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
を
予

見
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
問
題

で
あ
り
、
今
後
も
市
と
し
て
継
続

的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

い
じ
め
や
不
登
校
等
に
つ
い
て

の
積
極
的
な
取
組
を
な
さ
れ
、
そ

の
成
果
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。「
そ
ろ
え
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
の
も
と
、
同
じ
観
点
で
連
携
を

図
っ
て
き
た
結
果
が
生
徒
指
導
上

の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で

は
な
い
か
。
今
後
も
関
係
機
関
一

体
と
な
っ
た
取
組
を
お
願
い
し
た

い
。

生
徒
指
導
推
進
事
業

◆
目
的

　

市
内
の
児
童
生
徒
の
体
力
の
実

態
を
把
握
し
、
体
力
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
教
師
の
体
育
（
保

健
体
育
）
の
授
業
に
お
け
る
指
導

力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の

と
れ
た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
体
力
の
向
上
は
欠
か
せ

な
い
項
目
で
あ
り
、
今
後
も
市
と

し
て
継
続
的
・
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

学
校
間
で
体
力
向
上
に
対
す
る

意
識
や
取
組
に
差
が
見
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
学
校
間

格
差
の
な
い
取
組
を
期
待
し
た
い
。

自
力
登
校
を
行
う
こ
と
で
体
力
向

上
に
も
つ
な
が
る
が
、
昨
今
の
状

況
で
は
安
全
面
で
の
配
慮
か
ら
難

し
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
屋
外

で
の
運
動
も
以
前
よ
り
徹
底
し
た

熱
中
症
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

体
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対

象
と
し
て
、
体
力
の
向
上
と
健
康

保
持
増
進
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
に

向
け
教
室
を
実
施
す
る
。

◆
総
合
評
価

　

各
教
室
に
お
い
て
、
定
員
を
上
回
る

申
込
み
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。
市
体

育
協
会
の
各
競
技
団
体
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
講
師
依
頼
・
確
保
に
努
め
、

効
率
的
な
事
業
運
営
を
心
が
け
て
い

る
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
健
康
づ
く
り
の
講
座
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
重
複
し
な
い
よ
う
連
携

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
気
軽
に
取
り

組
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

目
指
し
、
口
コ
ミ
や
市
報
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
る
周
知

を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に

講
座
の
依
頼
が
増
加
し
て
い
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

各
教
室
と
も
定
員
を
上
回
っ
て

い
る
本
事
業
は
、
引
き
続
き
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
と
し
て
今
後
と
も
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

各
種
教
室
開
催
事
業

◆
目
的

　

志
布
志
市
の
自
然
と
歴
史
・
文

化
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
周
知
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
郷
土
に
誇
り
を
持
た

せ
る
機
会
と
し
て
捉
え
、
文
化
財

な
ど
の
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
市
民
に

広
く
周
知
さ
れ
、
地
域
の
歴
史
的

文
化
遺
産
が
後
世
に
残
る
。
ま
た
、

そ
の
保
護
と
愛
護
意
識
の
啓
発
普

及
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土

愛
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

参
加
者
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
、

本
事
業
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
る
。
史
跡
め
ぐ
り

の
バ
ス
コ
ー
ス
上
に
お
い
て
、
自

然
を
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ス
設
定
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
そ
の
時
季
の

花
々
、
田
畑
の
実
り
お
よ
び
そ
の

地
域
の
方
々
の
取
組
を
併
せ
て
紹

介
す
る
こ
と
も
検
討
い
た
だ
き
た

い
。 史

跡
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

「夏休み学習教室」の視察委員会の様子
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◆
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
ど
ん
な
状
況
？

【
小
・
中
】
漢
字
の
読
み
書
き
な
ど
は
県
・

全
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

理
科
で
は
，
条
件
を
整
理
し
て
比
較
す
る
こ

と
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。【
小
学
校
】

国
語
・
算
数
の
Ｂ
問
題
に
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
県
や
全
国
と
の
差
が
大
き
く
縮
ま
っ
て

い
ま
す
。【
中
学
校
】
国
語
・
数
学
の
Ａ
・

Ｂ
問
題
と
も
に
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
考
え
に
理
由
を
添
え
て
記
述
し
た
り

説
明
し
た
り
す
る
問
題
は
，正
答
率
が
低
く
，

無
解
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆ 

全
国
と
の
学
力
の
差
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
の
？

【
小
学
校
】
国
語
・
算
数
全
て
で
全
国
と
の

差
を
縮
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
算

数
Ａ
は
、
昨
年
度
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
全
国
と

の
差
を
縮
め
ま
し
た
。【
中
学
校
】
国
語
・

数
学
と
も
に
全
国
と
の
差
が
広
が
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
既
習
事
項
を
も
と
に
活
用
す

る
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
学
校
で
の
授
業

改
善
や
家
庭
と
連
携
し
た
家
庭
学
習
の
充
実

が
必
要
で
す
。

◆ 

工
夫
し
た
発
表
と
学
力
の
関
係
は
？
（
児

童
生
徒
質
問
紙
か
ら
）

　

自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
際
、
考
え
が
相

手
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
資
料

や
文
章
、
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
て
発
表
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

◆ 

家
庭
で
の
学
習
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
？

（
児
童
生
徒
質
問
紙
か
ら
）

　

１
時
間
以
上
学
習
し
て
い
る
割
合
は
、
小

学
校
で
全
国
を
上
回
る
７
９
．
６
％
、
中
学

校
で
は
全
国
を
下
回
る
６
６
．
９
％
で
す
。

◆ 

学
力
と
予
習
・
復
習
の
関
係
は
？
（
児
童

生
徒
質
問
紙
か
ら
）

　
「
志
ア
ッ
プ
子
育
て
手
帳
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
忘
却
曲
線
に
あ

る
よ
う
に
、
学
習
し
た
こ
と
を
す
ぐ
に
復
習

す
る
こ
と
が
記
憶
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
習
し
た
こ
と
を
家
庭
で
し
っ
か
り

と
復
習
し
た
り
、
次
に
学
習
す
る
こ
と
を
予

習
し
た
り
す
る
児
童
生
徒
の
正
答
率
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆ 

児
童
生
徒
質
問
紙
の
回
答
は
全
国
と
比
べ

て
ど
う
だ
っ
た
の
？

「
肯
定
的
な
回
答
」
が
多
か
っ
た
質
問

● 

人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

● 

将
来
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。（
小
学
生
）

● 

理
科
の
観
察
や
実
験
を
行
う
こ
と
は
好
き
で
す
か
。

● 

地
域
の
大
人
に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
否
定
的
な
回
答
」
が
多
か
っ
た
質
問

●
新
聞
を
読
ん
で
い
ま
す
か
。（
小
・
中
）

●
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
。（
小
学
生
）

● 

自
分
に
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。（
中
学
生
）

● 

先
生
は
、良
い
と
こ
ろ
を
認
め
て
く
れ
ま
す
か
。（
中
学
生
）

● 

将
来
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。（
中
学
生
）

◆ 

今
後
、
学
校
で
は
学
力
の
定
着
に
向
け
て

ど
ん
な
取
組
を
す
る
の
？

① 

「
志
布
志
の
授
業
モ
デ
ル
」（
１
時
間
の
学

習
の
流
れ
を
示
し
た
も
の
）
を
活
用
し
、

見
通
し
を
立
て
て
自
力
解
決
し
た
り
児
童

生
徒
が
互
い
の
考
え
を
交
流
し
た
り
し
な

が
ら
思
考
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

② 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
大
型
テ
レ
ビ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、書
画
カ
メ
ラ
）
を
効
果
的
に
活
用
し
、

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
や
よ
り
分

か
り
易
い
授
業
と
な
る
よ
う
指
導
法
の
改

善
に
努
め
ま
す
。

③ 

身
に
付
け
た
知
識
・
技
能
を
も
と
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
自
分
の

意
見
を
ま
と
め
、
児
童
生
徒
同
士
が
考
え

を
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

④ 

学
習
規
律
を
含
め
た
「
学
ぶ
力
」
を
育
み
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
授
業
に
臨
め
る
よ

う
に
し
ま
す
。

⑤ 

地
域
の
人
材
（
学
校
応
援
団
）
を
積
極
的

に
授
業
で
活
用
し
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑥ 

志
布
志
市
共
通
実
践
事
項
「
そ
ろ
え
る
」

を
各
学
校
で
具
体
的
に
設
定
し
、「
当
た

り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
児
童

生
徒
」
を
育
成
し
ま
す
。

⑦ 

教
職
員
が
、
学
校
の
枠
を
超
え
て
積
極
的

に
授
業
を
通
し
た
研
修
を
行
い
、
授
業
の

質
を
相
互
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

⑧ 

小
・
中
学
校
が
常
に
連
携
を
図
り
、
小
学

校
で
の
学
び
を
中
学
校
へ
と
つ
な
げ
ま

す
。

⑨ 

鹿
児
島
大
学
の
教
授
な
ど
に
よ
る
授
業
づ

く
り
サ
ポ
ー
ト
や
学
生
に
よ
る
学
習
支
援

サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
学
力
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

◆ 

学
校
と
家
庭
・
地
域
が
ど
ん
な
連
携
を
図

れ
ば
い
い
の
？

① 

家
庭
学
習
を
毎
日
続
け
る
よ
う
に
声
か

け
を
し
、
見
届
け
ま
し
ょ
う
。

② 

子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
の
良
さ
を
認
め
、
励
ま
し

な
が
ら
自
己
有
用
感
の
育
成
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

③ 

ス
マ
ホ
な
ど
、電
子
機
器
の
使
用
は
「
守

り
ま
す
！
９
時
オ
フ
。」
を
家
族
で
守

り
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

④ 

親
子
読
書
や
家
庭
学
習
時
間
な
ど
、
学

校
で
設
定
し
た
「
そ
ろ
え
る
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
共
通
実
践
事
項
を
家
庭

で
も
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

キ
ラ
リ
輝
く
「
し
ぶ
し
っ
子
」
育
成
事

業
な
ど
の
体
験
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

「
志
ア
ッ
プ
子
育
て
手
帳
」を
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

や
家
庭
教
育
の
中
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　「全国学力・学習状況調査」ってどんな調査？

　Ａ問題（知識に関する問題）：知識・技能等がどれだけ定着しているかを測る問題

　Ｂ問題（活用に関する問題）：知識・技能等を実生活のさまざまな場面に活用する力を測る問題

　児 童 生 徒 質 問 紙：学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問

　学 校 質 問 紙：指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する質問

平均正答率と予習・復習時間（小学校）平均正答率と予習・復習時間（中学校）

■問い合わせ先：教育委員会　学校教育課　指導係　℡：472-1111（内線 322・323）

平成 30 年度「全国学力・学習状況調査」結果
　４月 17 日、全国の小学校６年・中学校３年を対象にした「全国学力・学習状況調査」が行われました。学力面では、

国語・算数（数学）・理科、学習状況面では、生活習慣・学習習慣についての調査が行われました。

％％

％ ％

％ ％
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民
俗
芸
能
は
地
域
の
祭
り
や
寺
社
の
行
事
と

い
う
形
で
、
一
般
の
人
々
に
よ
っ
て
古
く
か
ら

演
じ
ら
れ
、
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
風
土
と
強
く
結
び

つ
き
な
が
ら
、
各
地
域
独
自
の
豊
か
な
民
俗
芸

能
が
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
に
は
現
在
３
つ
の
民
俗
芸
能
が
県

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
明
町
の
蓬
原
熊
野
神
社
の
神
舞
は
、
古
く

か
ら
国
家
の
大
事
や
災
害
な
ど
に
際
し
て
本
神

舞
の
全
段
が
夕
方
か
ら
始
め
て
夜
を
徹
し
て
奉

納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦
後
し
ば
ら
く
途

絶
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
46
年
に
地

元
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
復
活
し
、
現
在
で
は

毎
年
秋
の
例
祭
日
（
11
月
23
日
）
に
そ
の
一
部

を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
町
の
田
之
浦
山
宮
神
社
の
ダ
ゴ
祭
り

は
、
県
内
で
も
一
番
早
い
春
祭
り
行
事
と
言
わ

れ
て
お
り
、
祭
礼
は
各
集
落
で
作
ら
れ
た
ダ
ゴ

花
が
神
社
拝
殿
に
飾
ら
れ
、
午
後
に
神
舞
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。
神
舞
奉
納
後
、
ダ
ゴ
花
は
境
内

で
人
々
に
配
ら
れ
、
参
詣
者
は
競
っ
て
こ
の
ダ

ゴ
花
を
持
ち
帰
り
ま
す
。

　

志
布
志
町
の
安
楽
山
宮
神
社
春
祭
に
伴
う
芸

能
は
、
毎
年
２
月
の
第
２
土
曜
・
翌
日
曜
日
に
、

山
宮
神
社
と
安
楽
（
や
す
ら
）
神
社
の
春
祭
り

に
行
わ
れ
ま
す
。「
お
田
植
え
」
と
呼
ば
れ
る

神
事
や
「
正
月
踊
り
」
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
年
の
豊
作
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
の
民
俗
芸
能
は
、
こ
の
他
に
も

多
く
存
在
し
て
お
り
、
地
域
の
方
々
の
努
力

に
よ
っ
て
守
り
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
存
続
に
も
舞
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
の
理
由
か
ら
存
続
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。
長
い
年
月
を
か
け
て
地
域

の
人
々
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
を

未
来
へ
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

志
布
志
市
の
民
俗
芸
能

田之浦山宮神社のダゴ祭り

安楽山宮神社春祭りに伴う民俗芸能

（正月踊り）

第 10 回

蓬原熊野神社の神舞

写真・文： 教育委員会 生涯学習課 

文化財管理室

田
舎
の
た
し
な
み
。【
秋
】

昔
懐
か
し
い
郷
土
の
お
菓
子
　
～
そ
ま
げ
～
　

　

食
べ
物
の
お
い
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
味
・
香
り
・
色
の
３
拍
子
が
揃
っ

た
、
秋
に
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
「
秋
新
」
と
、
秋
が
旬
の
鹿
児
島
特
産
の
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ

た
昔
懐
か
し
い
素
朴
な
郷
土
菓
子
を
紹
介
し
ま
す
。

秋　～ そ ま げ ～

■問い合わせ先： 農政畜産課　農政係　℡：474-1111（内線 428）

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
山
漁

村
で
暮
ら
す
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中

で
生
み
出
し
た
「
生
活
の
知
恵
（
旬
の
食

材
の
保
存
方
法
や
、
便
利
な
道
具
の
開
発

な
ど
）
」
を
研
究
し
、
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
選
り
す
ぐ
り

の
「
生
活
の
知
恵
」
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【そまげの作り方】

作り方

　① さつまいもの皮をむき、５分くらい水にさらす。

　② ①を鍋に入れ、ヒタヒタに水を加えて煮る。

　③ さつまいもが煮えたら、湯をきり、マッシャーなど

を使ってつぶす。

　④ さつまいもが熱いうちにもち米粉とそば粉を加えて、

弱火で火が通るまで練る。

　⑤ ④に砂糖と塩を加えて、さらに弱火で練り上げる。

　⑥ 少し冷まして、成型し、きな粉をまぶす。

　※ 寒い季節には、フライパンであぶって食べても

風味豊かで美味しく召し上がれます。

　砂糖　　　　　１０ｇ

　塩　　　　　　少 々

　きな粉　　　　１０ｇ

材 料

　さつまいも　　２５０ｇ

　もち米粉　　　２０ｇ

　そば粉　　　　２５ｇ

そまげとは、

そば粉入りからいも団子のことです。

15 Shibushi City PR 2018.10
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３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
と
は
？

　

３
Ｒ
と
は
、

の
３
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の

で
、
循
環
型
社
会
構
築
に
関
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
組

　

１
つ
目
の
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

● 

必
要
な
い
物
は
買
わ
な
い
。 

● 

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
す
る
。

　

２
つ
目
の
Ｒ
（
リ
ユ
ー
ス
）

●
詰
め
替
え
用
の
製
品
を
選
ぶ
。

●
い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
譲
り

合
う
。

　

３
つ
目
の
Ｒ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

●
ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る
。

● 

ご
み
を
再
生
し
て
作
ら
れ
た
製

品
を
利
用
す
る
。

　

ど
れ
も
大
事
な
行
動
で
す
が
、

特
に
ご
み
の
発
生
、
資
源
の
消
費

を
元
か
ら
減
ら
す「
リ
デ
ュ
ー
ス
」

が
一
番
重
要
な
行
動
で
す
。

食
品
ロ
ス

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
食
べ
物
の
こ
と
を
「
食

品
ロ
ス
」
と
い
い
ま
す
。
日
本
で

は
、
年
間
６
４
６
万
ト
ン
も
の
食

品
ロ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
日

本
人
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
毎
日
お
茶
碗
一
杯
分
（
約

１
３
９
ｇ
）
の
ご
飯
の
量
を
捨
て

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
切
な
食
べ
物
を
無
駄
な
く
消

費
し
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
環

境
面
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

 

食
材
を
「
買
い
過
ぎ
ず
」「
使

い
切
る
」
「
食
べ
切
る
」

　

値
段
が
安
い
か
ら
と
い
っ
て
食

材
を
買
い
過
ぎ
た
り
、
在
庫
が
あ

る
の
を
忘
れ
て
同
じ
食
材
を
購
入

し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
結
局
使
い

切
れ
ず
に
食
材
を
腐
ら
せ
て
し
ま

う
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

買
い
物
の
前
に
は
、
食
品
の
在

庫
を
確
認
し
、
必
要
な
も
の
だ
け

を
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
野
菜
や
生
も
の
な
ど
の
傷
み

や
す
い
食
材
に
は
有
効
で
す
。

 

消
費
期
限
と
賞
味
期
限
の

違
い
を
理
解
す
る

　
「
消
費
期
限
」
は
「
食
べ
て
も

安
全
な
期
限
」
の
た
め
、
期
限
を

超
え
た
も
の
は
食
べ
な
い
ほ
う
が

安
全
で
す
。

　
「
賞
味
期
限
」
は
、「
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
期
限
」
で
あ
り
、
期

限
を
超
え
て
も
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
期
限
を
越
え
て
い
る
場
合
、

見
た
目
や
臭
い
な
ど
で
個
別
に
判

断
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
期
限
や
賞
味
期
限
は
、
表

示
さ
れ
て
い
る
保
存
の
方
法
で
未

開
封
の
場
合
の
期
限
で
す
。
一
度

開
封
し
た
ら
、
期
限
に
か
か
わ
ら

ず
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

10
月
30
日
食
品
ロ
ス
削
減
の
日

　

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
、「
３
０
・

１
０
運
動
」を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

宴
会
な
ど
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら

す
た
め
、「
乾
杯
後
30
分
は
自
席

で
料
理
を
楽
し
む
、
お
開
き
前
の

10
分
間
は
も
う
一
度
料
理
を
楽
し

む
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
す
。

　

食
へ
の
感
謝
や
「
も
っ
た
い
な

い
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
ご
み

減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

エコ
通信

Ecology
Communication

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

■問い合わせ：

　本庁 市民環境課  環境政策係

　℡：474 - 1111（内線 134）

　松山支所 総務市民課

　℡：487 - 2111（内線 224）

　志布志支所 市民税務課

　℡：472 - 1111（内線 224）

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ先：保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）　

日曜・祝日当番医

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セン

ター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話でのテー

プ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病センター

電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

11 月
３日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

４日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

手塚クリニック （内科・外科） ℡ 472-5565

11 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

18 日 曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

山下クリニック （内科・外科） ℡ 487-9001

23 日 松下医院 （内科・外科） ℡ 472-1124

25 日 みやじクリニック （内科・放・呼・胃）℡ 471-5000

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

健康カレンダー（10 月・11 月）
健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

両親学級【９：20 ～９：30 受付】

1 1 月 6 日（火）：健康ふれあいプラザ

ママの ” ほっと ” カフェ【10：00 ～ 12：00】

10 月 18 日（木）：はぐくみランド

11 月 15 日（木）：はぐくみランド

育児相談【10：30 ～ 12：00】

10 月 26 日（金）：やっちくふれあいセンター

1 1 月 ７ 日（水）：川西地区公民館

乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

1 1 月 １ 日（木）：健康ふれあいプラザ

育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】

10 月 23 日（火）：健康ふれあいプラザ

1 1 月 ９ 日（金）：健康ふれあいプラザ

１歳児お誕生相談【13：00 ～ 13：30 受付】

10 月 26 日（金）：やっちくふれあいセンター

1 1 月 ７ 日（水）：川西地区公民館

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

11 月 14 日（水）：健康ふれあいプラザ

２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

10 月 25 日（木）：有明地区公民館

３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

10 月 2 4 日（水）：健康ふれあいプラザ

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

10 月 31 日（水）：健康ふれあいプラザ

母子手帳の交付日

●本庁：第１・第３水曜日の午後

●松山支所：第２・第４水曜日の午前

●志布志支所：毎週月曜日の午前

巡回肺がん検診

●志布志地区： 10 月 16 日～ 18 日

●有 明 地 区：10 月 23 日～ 25 日、10 月 29 ～ 11 月 2 日

（ 注 意 事 項 ）

● 時間や受診場所については、問診票に同封している日程表をご

覧ください。

● 当日は必ず受診票を持参してください。

● ボタンなしの薄手の肌着か無地のＴシャツを着用してきてくだ

さい。

● 貴重品は身につけてこないでください。
母子健康手帳アプリ 検索

APP Store/Google Play で

今すぐダウンロード！

母子健康手帳アプリ

10 月
14 日 松下医院 （内科・外科） ℡ 472-1124

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

21 日 曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

28 日 えびはら皮ふ科 ( 皮膚科） ℡ 478-0370

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

①
（
リ
デ
ュ
ー
ス
：R

ed
u

ce

）

物
を
大
切
に
使
い
、
ご
み
を
減
ら
す
。

②
（
リ
ユ
ー
ス
：R

eu
se

）

使
え
る
も
の
は
、
繰
り
返
し
使
う
。

③
（
リ
サ
イ
ク
ル
：R

ecycle

）

ご
み
を
資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る
。
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文芸
Japanese Poem of 31syllables *Haiku Poem*Comic Haiku*

図書館へ
行こう。

一冊の本との出会いがあなたの人生を変える

◆図書館からのお知らせ

◆図書館カレンダー

休 休館日

ア アニメ上映会（15 時～　志ふれあい交流館）

本 本館おはなし会（10 時 30 分～）

香 香月分館おはなし会（10 時 30 分～）

有 有明分館おはなし会（10 時～）

安 安楽分館おはなし会（10 時 30 分～）

松 松山分館おはなし会（14 時～）

志 志布志分館おはなし会（10/20　10 時 30 分～）

■問い合わせ先：志布志市立図書館　Tel ：472-3322
　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

●ブックマーケット 11 月３日 ( 土・祝 ) 開催

　保存期間の過ぎた雑誌や除籍した本を対象にブック

マーケットを行います。入場整理券をただ今、本館と

５つの分館、移動図書館車で発行中です。この機会に

お目当ての本や雑誌、週刊誌や月刊誌をゲットしよう。

●読書感想文・感想画コンクール作品募集中

　一冊の感動の本との出会いを求めて、幼稚園から保育

園、小中学校を対象に読書感想画を、小中学校、高校、

一般を対象に読書感想文の作品をただ今募集中です。

締切は 11 月９日（金）までです。

●  「真珠まりこ絵本ライブ」　11 月 17 日（土）開催

　「もったいないばあさん」シリーズでおなじみの人

気絵本作家 真珠まりこさんと一緒に「もったいないば

あさん」の絵を描いたり、「もったいないばあさん音頭」

を踊りませんか。定員 120 人で、入場整理券を発行中

です。皆さまの参加をお持ちしています。

一 般

■「浜中刑事の妄想と檄運」　小島正樹／著　南雲堂

■「TAS 特別師弟捜査員」　中山七里／著　集英社

■「人類滅亡小説」　山田宗樹／著　幻冬舎

児 童

■「ぼくのわがまま宣言！」今井恭子／文　PHP 研究所

■「みちのく妖怪ツアー」

　　佐々木ひとみ・野泉マヤ・ 堀米薫／作

　　東京モノノケ／絵　ポプラ社

■「いじめているきみへ」

　　春名風花／ぶん　 みきぐち／え　朝日新聞出版

「秋まんさい・ハロウィン」

　お月見や紅葉、登山など秋

に読みたい本をたくさん集め

ました。

　ハロウィンにぴったりの

コーナーもあります。読書の

秋を楽しみましょう。

◆図書館がおすすめするテーマ図書

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

電で
ん
わ
ぐ
っ

話
口　

ど
げ
な
美し

ゃ

ん人
じ
ゃ
ろ　

優や
さ

し
声こ

え　
　
　
　
　
　
　

新
地　
　

誠

(

唄
）　

出い
っ
き
ょ会
っ
み
れ
ば　

あ
く
ぇ
つ
な
い
か
も

売う

れ
残の
こ

ゆ　

超ち
ょ
う
め
だ
ま

目
玉
じ
ゃ
ち　

商あ

っ

ね

じ

ょ

し

売
上
手　
　
　
　
　
　
　

満
留　

ぐ
み

(

唄
）　

運ふ

の
良よ

か
人ひ

と

ち　

褒ほ

め
っ
買こ

わ
せ
っ

義ぎ

い理
の
衆し

が　

ど
し
こ
包つ

つ

ん
か　

隅す

み
集た

か

っ　
　
　
　
　
　

伊
地
知　

孝

(

唄
）　

人ひ

と

な並
み
す
う
ち　

頭
び
ん
た

ご
っ
つ
ん

友
び

達
し
元げ

ん

き気　

貰も
ろ

っ
玉

た
ま
う

打
ち　

今き

ゅ日
も
励は

ま

っ　
　
　
　
　
　

木
藤　

冨
美

(

唄
）　

ま
ぐ
れ
で
ん
良よ

か　

ワ
ン
ぬ
ば
狙ね

ろ
っ

形か

た

ん

わ

見
分
け　

残の
こ

い
の
壺つ
ぼ

が　

凄わ

ぜ
骨こ

っ

と董　
　
　
　
　
　
　
　

新
地　

十
意

(

唄
）　

此こ

ん
た
偽ま

げ物
じ
ゃ
ち　

誰だ

い
も
見み

む向
か
じ

通つ
う
が
っ
ろ

学
路　

児
こ

童
ん
お
は
よ
う
に　

貰も

ろ
元げ

ん

き気　
　
　
　
　
　

樋
渡
草
団
子

(

唄
）　

何ど

こ処
ん
子こ

じ
ゃ
ろ
か　

実ま
こ

て
可

む

愛
ぜ
が
ち

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

そ
の
中
の
ひ
と
日
を
孫
と
墓
参
り　
　
　
　

松
元　

咲
子

兄
が
い
て
弟
が
い
て
千
葉
の
梨　
　
　
　
　

横
山　

良
子

西
郷
の
漢
詩
を
吟
じ
秋
深
む　
　
　
　
　
　

春
日　

ふ
く

風
も
な
く
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
こ
の
暑
さ　
　

城
之
園
よ
し
え

蓮
の
葉
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
い
る
蜻
蛉　
　

熊
谷　

玉
乃

包
丁
に
噛
み
つ
い
た
ま
ま
大
南
瓜　
　
　
　

川
畑　

充
子

ま
だ
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
と
蚊
が
逃
げ
る　

本
村　

湧
水

百
合
の
花
雲
の
色
し
て
天
を
向
く　
　
　
　

吉
村　

公
香

自
分
史
に
足
せ
る
一
行
秋
灯
下　
　
　
　
　

本
村
多
可
子

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

ふ
る
里
の
秋
は
ゆ
た
け
し
た
わ
わ
に
も
柿
は
実
り
て
朱
に
か
が
や
け
り　
　
　

福
元　
　

忍

禅
寺
に
縁
者
集
ひ
し
初
盆
会
香
煙
ゆ
る
る
深
山
の
冷
気　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

む
つ

山
積
み
の
タ
ン
ス
の
上
を
背
け
る
日
息
子
帰
省
に
地
震
の
手
立
て    　
　
　
　

野
口　
　

嵐

逝
き
て
な
お
夫
の
友
達
有
り
難
し
猛
暑
の
取
り
入
れ
新
米
戴
く        　
　
　
　

澤
津
川
頼
子

亡
夫
植
え
し
庭
の
片
す
み
鮮
や
か
に
残
暑
に
耐
え
て
サ
ル
ビ
ア
誇
る    　
　
　

萩　
　

幸
子

沸
き
出
ず
る
泉
の
ご
と
く
語
り
あ
う
刻
を
忘
れ
る
娘
の
里
帰
り   　

 　
　
　
　

木
下
マ
キ
子

万
民
が
天
意
受
け
た
る
天
使
な
り
個
性
豊
か
に
地
球
楽
園　
　

          　

  　
　

大
原　
　

繁

人
気
な
き
荒
れ
し
田
ん
ぼ
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
草
花
揺
ら
す
秋
風        　
　
　

水
上
カ
ズ
エ

次
弟
の
孫
娘
パ
リ
留
学
世
の
進
化
驚
歓
し
非
才
吾
祈
る　

                     　
　
　

石
峰
カ
ズ
子

戦
い
終
え
七
十
余
年
偽
政
者
の
欲
望
に
よ
り
国
民
欺
き                     　
　
　
　

福
岡　

国
博

盂
蘭
盆
会
静
か
に
微
笑
む
義
父
の
横
賑
や
か
な
り
し
義
母
の
姿
も        　
　
　

橋
口　

裕
子

咲
き
誇
る
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
元
気
さ
に
夏
バ
テ
の
疲
れ
和
ら
ぐ
一
息    　
　
　

松
元　

文
子

ハ
マ
ユ
ウ
の
姿
や
さ
し
く
咲
き
は
じ
め
風
に
揺
れ
つ
つ
仰
ぐ
雨
空        　
　
　

永
沼　
　

誠

誠
意
あ
る
今
年
も
届
く
新
米
に
味
か
み
し
め
る
友
の
温
も
り　

     　

   　
　
　

下
清
水
ち
ふ
子

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

老
い
ぬ
れ
ば
友
に
連
れ
添
う
電
子
辞
書

列
島
は
台
風
迄
が
狂
っ
て
る

言
い
訳
け
は
し
な
い
と
決
め
て
赤
と
ん
ぼ

汗
參
む
日
々
増
す
事
に
秋
の
風

紅
も
濃
し
代
こ
こ
ぞ
に
と
彼
岸
花

韮に
ら

の
花 

供
花
と
せ
し
こ
と
許
さ
れ
よ

山
越
え
て
体
育
祭
の
こ
だ
ま
か
な

左
右
忌
や
並
ぶ
新
樹
に
海
の
風

秋
茄
子
の
色
に
見
と
れ
て
鋏
も
入
れ
ず

鳴
く
だ
け
泣
い
て
コ
ツ
ン
と
往
生 

油
蝉

吉
村　

公
平

西
山　

一
郎

肥
後　

洋
子

岩
根　

長
初

鈴
木　
　

泉

八
久
保
千
鶴
子

里
平　

信
義

末
永　

一
雄

伊
藤
悠
一
郎

暉
峻　

康
瑞

日 月 火 水 木 金 土

10/7 ８ 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 11/1 ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

休

休

休

休

志

松
ア

ア

本 有休

ブックマーケット

真珠まりこ
絵本ライブ

ア

集英社

◆９月の新刊
「漂砂の塔」大沢在昌／著

　2022 年、北方領土の日中露合弁会

社で日本人が殺された。捜査権がな

く、武器も持てない土地で、ロシア系

クォーターの警視庁潜入捜査官・石上

が、単身事件を追う ! 

　『小説すばる』連載を加筆・修正し

単行本化。

講談社

「洗濯 ( クリーニング ) 屋三十次郎」

野中ともそ／著 

　優秀な兄に代わり中島クリーニング

の店長を継ぐことになった三十次郎と、

先代の時から仕えてきた荷山長門。ど

こかかみ合わない 2 人のもとに、ナ

コという少女がケチャップの染みと祖

父の遺灰がかかったブラウスを持って

きて・・・。

休

休

香

本

本

本

本 香 松

有

ア

ア

（11/10　13 時 30 分～）

志
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■問い合わせ先：保健課　 国民健康保険係　℡：474-1111 （内線 122 ～ 125）

知って

納得！
国民健康保険

家計にやさしい！

ジェネリック医薬品をご利用ください。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬（先発医薬品）

の特許期間が過ぎた後に、新薬と同じ成分で作られ、効き目や

安全性が確認された医薬品です。価格は新薬よりも２割から大きいも

のでは７割ほど安く、経済的負担が少なくなるというメリットがあります。

ジェネリック医薬品を積極的に利用ください。

今月の納税
●市県民税（３期）

●国民健康保険税（６期）

●介護保険料（６期）

●後期高齢者医療保険料（６期）

　納　期　限：10 月 31 日（水）

　口座振替日：10 月 25 日（木）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

※ 納税証明等の交付について

　金融機関などで納付してから市役所で納付

確認ができるまで、約１週間程度かかる場合

があります。納付後、早急に納税証明等が必

要な場合は領収書などをお持ちの上、交付請

求してくださいますようお願いします。

平成30年度 滞納処分等実施状況について

　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
な
ど

で
収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数

　（平成 30 年度 ４月～８月）1 3 0 件

差押えの内容：

●債 権：40 件　●預貯金：55 件

●不動産：12 件　●給　与：19 件

●動 産： ４件

■問い合わせ先： 
　税務課　滞納整理係　℡：474-1111（内線 152・153） 
　　　　　収納管理係　℡：474-1111（内線 147・148）

Ｑ：ジェネリック医薬品に変更してもらうためにはどうすればいいのですか？

Ａ： 医療機関を受診したときに医師に相談するか、調剤薬局で薬剤師に相談してく

ださい。その際、７月の保険証発送時に同封しました「ジェネリック医薬品希

望カード」を医療機関や調剤薬局に提示することで、気軽に変更の意思を伝え

ることができますので、ご利用ください。

　　 ※全ての薬にジェネリック医薬品があるわけではありませんので、まずは、医

師や薬剤師に相談してください。

Ｑ：ジェネリック医薬品について分からないことがあるのですが？

Ａ： 日本ジェネリック医薬品学会が運営するウェブサイトがあります。ジェネリック医薬品

に関するさまざまな情報を得ることができます。ジェネリック医薬品を積極的に取り扱っ

ている医療機関や使用している薬のジェネリック医薬品があるかどうか調べることもで

きます！

　　　かんじゃさんの薬箱　http://www.generic.gr.jp/

Ｑ：電話でジェネリック医薬品について相談したい場合はどうしたらいいですか？

Ａ： お近くの薬局等以外では、次の法人で電話相談ができます。

　　独立行政法人 医薬品医療機器総合機構（おくすり相談窓口）

　　℡：03-3506-9457

Ｑ：ジェネリック医薬品の本市の利用状況を教えてください。

Ａ： 全体の医薬品に対するジェネリック医薬品の割合（平成29年12月診療分）

は、数量では 73.3％、金額では 48.2％を占めています（グラフ参照）。

　　 市では広報紙及びホームページへの掲載や、年２回ジェネリック医薬品

差額通知を発送するなど、様々な方法で普及・啓発に努めています。

Ｑ：副作用の心配はないですか？

Ａ： ジェネリック医薬品の有効成分は、長い間実際に使用されてきた新薬（先発医薬品）と同等の品質が確保されて

おり、効き目や安全性については十分に検証されています。国の厳正な審査を受け、先発医薬品と効き目や安全

性が同等であると承認されたものです。

数量ベース 金額ベース

　ジェネリック医薬品
（後発医薬品） 73.3％ 48.2％

　新薬（先発医薬品） 26.7％ 51.8％

志布志市のジェネリック医薬品普及率
（平成 29 年 12 月診療分）

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

０％

26.7％

48.2％

51.8％

73.3％

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

　　　志布志市公売を実施します

市では、公正な滞納処分に資するため、以下の財産について公売を実施します。

◆不 動 産 公 売

　公売方法：入札方式

　携 行 品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許書など）
　　 　 　　公売保証金（現金または小切手で納めてください）
　　 　 　 　※代理人による入札の場合　委任状および代理人の印鑑・身分証明書
　※その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

●日 程：11 月 20 日（火）　９時 30 分受付　10 時入札
　入札会場：有明地区公民館　小会議室１
　

売却区分番号 公売財産の名称、性質および数量 見積価格 公売保証金

30-110 松山町新橋字前ノ窪 3696 番１、3697 番１　畑　２筆 2,180㎡ 396,000 円 ―

30-111 松山町泰野字堀ノ内 3274 番４　田　646㎡ 58,000 円 ―

※ 売却区分番号「30-110」および「30-111」は農地が含まれるため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出していただ

きます。詳細については、志布志市農業委員会　℡：487-2111（内線 302）までお問い合わせください。

※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

税の広場
Ta x  I n f o r m a t i o n

3 0 - 1 1 0 3 0 - 1 1 1
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
30
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家

族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収

証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
30
年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も

ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
が
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年金知っ得!?

インフォメーション

pension

「共生・協働・自立」

皆でつくろう

のまち

consumer 

affairs

消費生活相談

知ってる？
community

■ 問い合わせ先：企画政策課　地域政策係

　　　　　　　　℡：474-1111（257・252）

男女共同参画

もっと身近に！
Gender 

Equality

仕事と生活のバランス、取れていますか？
新たな地域コミュニティ組織の構築

　急激な人口減少、少子高齢化が進むことにより、

地域活動に対する担い手の減少や一人暮らしの高齢

者世帯の増加など、地域課題の解決がますます困難

な時代に突入しようとしています。

　10 月は仕事と家庭を考える月間です。

　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

という言葉を聞かれた方も多いと思います。

　ワーク・ライフ・バランスとは、一人ひとりがや

りがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を

果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、

子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて

多様な生き方が選択・実現できることを言います。

　ワーク・ライフ・バランスは、家庭がある人だけ

に向けられるものではありません。私たち一人ひと

りが、どんな生き方でも選べ、豊かな人生を送れる

ような環境づくりが必要です。

事業所は働き方改革の一環で、

従業員のワーク・ライフ・バランスの実現を！

　働き方改革を推進するための法律が成立しました。

　労働人口減少の中、成長する事業所になるために、柔軟

な働き方や従業員それぞれに応じたワーク・ライフ・バラ

ンスが実現できるよう、取り組んではいかがでしょうか。

【関連する法律の主な内容】

●長時間長労働の是正　●柔軟な働き方がしやすい環境整備

●雇用形態に関わらない公正な待遇の確保

※働き方改革に取り組みたい中小企業を支援します。

　詳しくは、鹿児島県働き方改革推進支援センター

　（℡ 099-257-4823）にお問合せください。

　家庭の事、ＤＶ、人間関係などについて悩んでいま

せんか？あなたの意思を尊重しながら、問題解決がで

きるよう手助けをします。

◆女性支援相談室（13：00 ～ 17：00）

　10 月 17 日（水）　有明地区公民館和室

　11 月 ７日（水）　志布志支所５階会議室

◆専用フリーダイヤル：0120-786-054

　（月～金　８：30 ～ 17：00）

※身の危険を感じた場合は 110 番へ

■問い合わせ先：企画政策課　男女共同参画室

　　　　　　　　℡：474-1111（内線 250・258）

▲穿
せんつう

通の概略図

▲指を挟んで留まる磁石

マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
誤
飲
事
故
が
発
生
！

【
医
師
か
ら
の
事
故
情
報
受
付
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
事
例
】

　

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
２

種
類
の
磁
石
セ
ッ
ト
を
購
入
。
子
ど
も
が
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー

ル
（
直
径
３
ミ
リ
）
を
５
個
誤
飲
し
た
と
こ
ろ
を
保
護
者
が

気
づ
い
て
受
診
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
消
化
管
内
に
５
個
連
な
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
経
過
観
察
と
し
た
。
翌
日
も
磁
石
は

移
動
し
て
お
ら
ず
、
紹
介
先
の
病
院
で
内
視
鏡
検
査
を
実
施

し
た
が
、
胃
内
に
な
く
経
過
観
察
と
し
た
。
そ
の
翌
日
も
や

は
り
移
動
が
な
か
っ
た
の
で
手
術
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
磁
石

は
２
個
が
胃
壁
か
ら
、
３
個
が
小
腸
か
ら
壁
を
穿せ
ん
つ
う通

（
突
き

刺
さ
る
）
し
て
い
た
。
摘
出
し
小
腸
の
穿
孔
部
を
縫
合
し
た
。

（
事
故
発
生
年
月
：
２
０
１
７
年
12
月　

男
児
３
歳
）

 

▲
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
子
ど
も
に
与
え
な
い

▲ 

磁
石
を
誤
飲
し
た
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
へ

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
く
ら
し
の
危
険
３
４
４
よ
り
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
役
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

！ ！

　地域課題解決の話し合い活動などに積極的に参加

し、これからの時代に地域みんなで支えあう組織づ

くりの体制を作っていきましょう。

▼
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
イ
メ
ー
ジ
図

（
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
整
備
促
進
事
業
）

▼ 

通
山
地
区
住
民
と
の
話
し
合

い
活
動
の
様
子

1945 年 2010 年 2050 年

総人口 約 7,190 万人 約 12,806 万人 約 9,708 万人

人口増、税収増
行政サービス増

人口のピーク 高齢化率 38.8％

　これまでは、行政サービスでこれらをカバーする

ことができましたが、今後はそれらの課題に対して

お住まいの方はもちろんのこと、企業、団体も含め

た地域みんなで支えあう仕組みづくりが必要となり

ます。

　市ではこのような現状に対して新たなコミュニ

ティ組織づくり（志布志モデル）を検討し、現在、

通山地区をモデル地区として、推進委員との話し合

いやアンケート調査を行っています。
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キラリ 青

春

！

今月の題字 

●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　
□□□ － □□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４ ９ ２-

郵便はがき

志布志市役所  企画政策課

広報係　行
（No.154/2018-10）

読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で５名に「いちごのかくれん

ぼ」（３ページ掲載）を、３名に「有

明のむかしの話」ＣＤ（37 ペー

ジ 掲 載 ） を プ レ ゼ ン ト し ま す。

ぜひご応募ください！！

Ｑ .　現在のお仕事について教えてください。

Ａ  . 　大崎町の田畑工業で左官として働いています。左官

とは、建物の壁や床などを鏝
こて

を使って仕上げる仕事で、

住宅やマンションなどさまざまな施設の壁を塗ったり

しています。

Ｑ .　趣味や好きなことは？

Ａ  .　昔から古いバイクや車に興味があり、レストアした

り、ツーリングに行ったりしています。

Ｑ .　これからの目標は？

Ａ  .　誰からも認められる左官職人になることです。自分

にこの壁を仕上げてもらいたいと言われるように頑張り

たいです。

憂
ゆうだい

大さん（21 歳）

有明町野神

キサさん（89 歳）
松山町新橋　

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

　 　

今
月
は
松
山
町
新
橋
に
お
住

ま
い
の
キ
サ
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

キ
サ
さ
ん
は
、
５
人
兄
弟
の

長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
と
き
に
お
母
さ
ん

が
病
気
で
亡
く
な
り
、
ま
だ
幼

い
兄
弟
の
面
倒
を
見
な
が
ら
学

校
に
通
い
、
家
事
や
お
父
さ
ん

が
や
っ
て
い
た
養
蚕
や
葉
煙
草

の
生
産
を
手
伝
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

そ
の
後
、
21
歳
で
結
婚
さ
れ
、

昭
和
46
年
に
ご
主
人
が
運
送
業

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
時
は
、

国
鉄
志
布
志
線
岩
川
駅
（
現
在

の
曽
於
市
大
隅
町
）
に
甘
藷
や

菜
種
の
肥
料
が
輸
送
さ
れ
、
そ

れ
を
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
、
運
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。「
当
時
は

機
械
も
な
く
、
手
作
業
で
肥
料

を
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
る
の
が
大

変
だ
っ
た
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
野
菜
作
り
や
週
２

回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
「
最

近
は
な
か
な
か
ボ
ー
ル
が
入
ら

な
い
。
若
い
人
に
は
か
な
わ
な

い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る

ほ
ど
の
腕
前
。
笑
顔
で
話
さ
れ

る
様
子
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
が
お
好
き
な
ん
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
尚
志
館
高
校
医
療

福
祉
科
２
年
の
肖
恵
さ
ん
が
題

字
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

肖
恵
さ
ん
は
、
小
学
３
年
生

か
ら
習
字
を
習
い
始
め
、
現
在

は
習
字
教
室
に
通
い
な
が
ら
高

校
の
書
道
部
に
も
所
属
し
て
い

ま
す
。
書
道
部
は
部
員
10
名
で
、

９
月
の
地
区
大
会
、
12
月
の
県

大
会
に
向
け
て
、
楽
し
み
な
が

ら
も
真
剣
に
練
習
に
励
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

　

肖
恵
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、

言
語
聴
覚
士
か
福
祉
科
の
高
校

が
あ
る
学
校
で
教
え
た
い
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に
む

か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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ご家族からのメッセージ！

　たくさんの笑顔をありがとう。

　日々の成長に驚いています。

　これからも元気いっぱい色んな

姿を私たちに見せてください。

侑
ゆ う と

和ちゃん ( ２歳 )
有明町野井倉

ご家族からのメッセージ！

　弟思いの優しい汰樹。

　お兄ちゃん大好き旺樹。

　けんかもよくするけれど、２

人で仲良く笑ってる姿にいつも

癒されています。

　これからも仲良く元気いっぱ

い大きくなあれ。

汰
たいき

樹ちゃん (６歳)

旺
おう き

樹ちゃん (２歳)

松山町尾野見

ご家族からのメッセージ！

　じいじとばあばが大好きなことちゃ

んと瑛ちゃん。

　２人が元気に過ごしていることが、

お父さんとお母さんの幸せです。

　２人の元気に負けないよう体力作り

に励むので、これからも仲良く楽しく

毎日を過ごしてね。

ことみちゃん (２歳)

瑛
え い た

汰ちゃん(１歳)
志布志町安楽

※ 平松さんは、11 月２日から沖縄県で開催され
る第 56 回技能五輪全国大会の左官の部に鹿児
島県代表として出場されます。

尚志館高校２年　    肖
こ ず え

恵さん
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★アンケート★【10 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】

　・良かった！：

　・分かりにくい…：

↑点線に沿って切り取ってください。（はがきでも応募できます）

今
年
の
コ
ス
モ
ス
の
見
頃

は
？

　

市
報
し
ぶ
し
９
月
号
拝
見

し
ま
し
た
。
読
ん
だ
あ
と
は

大
阪
在
住
の
方
に
送
っ
て
い

ま
す
。
野
井
倉
開
田
の
コ
ス

モ
ス
は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。

　

う
と
ん
山
３
０
会
で
は
、

コ
ス
モ
ス
花
見
会
の
同
窓
会

を
呼
び
か
け
ま
す
。

（
う
と
ん
山
３さ

ん
ま
る０

会
さ
ん　
　

　
　
　
　

79
歳　

男
）

▼
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ハ
ガ
キ
に
は
素
敵
な
絵

も
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

観
光
案
内
所
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
天
候
に
左
右

さ
れ
ま
す
が
、
10
月
下
旬
に

咲
き
始
め
、
11
月
上
旬
ご
ろ

見
頃
を
迎
え
る
の
で
は
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

今
年
も
楽
し
み
で
す
ね
。

ブ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
楽
し

み
で
す
！

　

よ
く
図
書
館
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
県
内
各
地

を
転
々
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

ブ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
入
場

整
理
券
を
配
布
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
初
め
て
の
体
験
で
す
。

券
が
あ
る
と
当
日
ま
で
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
し
、
お
目
当
て

の
本
が
い
た
だ
け
る
か
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　

（
Ｋ
・
Ｉ
さ
ん　

31
歳　

女
）

▼
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

19
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
館
へ

行
こ
う
。
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
11
月
３
日
に
市
立

図
書
館
で
ブ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

い
い
本
に
出
会
え
る
と
い

い
で
す
ね
。

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見など何でもお好きなこと

を書いてください（一部修正して掲

載する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

お寄せいただいた

お便りを

ご紹介します！

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

◆平成30年７月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２８１，４２６，９６６円

５月末 国保加入者数 ８，７８７人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数）

３２，０２８円

医療費１人当たりの負担内訳

市（国保）負担額 ２７，０８１円

個人負担額 ４，９４６円

１人当たり医療費の前年同月比１．０％減。この金額は、国民健康保険に加入

している皆様が医療機関などで診療したものに対し、市（国保）が支払った

医療費です。医療費総額の約８４．６％を市（国保）が負担しています。

市の人口
人口：３１，６３３人
男性：１４，９８７人

女性：１６，６４６人　

転入：89 人  転出：101 人

出生：16 人  死亡： 41 人

世帯数：１５，６３５戸

（▲ 3 7 人 ）
（▲ 24人）

（▲ 13人）

（▲ 13 世帯）

志布志港 平成 30 年７月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：61 隻（日本３　外国 58）
②輸出：18 億 69 百万円
③輸入：117 億 67 百万円

平成 30 年８月 31 日現在
（　）は前月比

　

９
月
17
日
は
、
「
敬
老
の
日
」
で
し
た
。
祝

日
が
定
め
ら
れ
た
目
的
は
「
多
年
に
わ
た
り
社

会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

祝
う
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
市
内
で
も
、
敬
老

会
や
敬
老
祝
賀
会
な
ど
長
寿
を
祝
う
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
開
か
れ
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
者
の
割
合
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
９
月
１
日
時
点
の
人
口
３
１
６
３
３

人
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
割
合
は
34
％
の

１
０
７
５
６
人
（
男
性
４
６
６
７
人
、
女
性

６
０
８
９
人
）。
ま
た
、
１
０
０
歳
以
上
の
長
寿

者
は
55
人
で
、
男
性
９
人
、
女
性
46
人
と
圧
倒

的
に
女
性
が
長
寿
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
課

題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
新
聞
で
は
、
「
孤
立
し
な
い
で
元
気
に

暮
ら
す
秘
訣
は
『
キ
ョ
ウ
イ
ク
』
と
『
キ
ョ
ウ

ヨ
ウ
』
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
教
育
と
教
養
で

は
な
く
、
『
今
日
も
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
』
『
今

日
も
用
事
が
あ
る
』
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
社
会
や
地
域
に
自
分
の
居
場
所
が
あ
る

こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
福
祉
施
策

を
展
開
し
、
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
長
生
き
を
恩
恵
と
受
け
止
め
、
前
向
き

に
生
き
て
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

下
平
晴
行

彼 岸 花

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。
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皆様へお知らせしたい大事なことを掲載しています。

お見逃しのないようにご覧ください。

市役所からの大事なお知らせ

　知らず知らずのうちに農地や集落が獣の餌場になっていませんか？

　被害防止のポイントは、餌場・隠れ場所をなくし「寄せ付けない」ことです。

　秋から冬場にかけての取組が重要です。

鳥獣を寄せ付けない取組を実践しましょう

◆対策その 1： 農地の「獣の餌場」を無くしましょう。

　被害を発生させないために、冬季の餌場を無くしましょう。

　 水田では、収穫後に伸びた稲の葉を獣が食べられないようにしましょう。

　 甘藷などの収穫後も電気柵などを適切に設置し、農地への侵入を防止

しましょう。

※ 獣が「餌場」と認識すると、翌春の植付後から被害が発生・拡大します。

◆対策その２： 農地周辺の「獣の隠れ場所」を無くしましょう。

　 農地周辺の耕作放棄地、茂み、ヤブなどを解消し、獣の隠れ場所（す

みか、潜み場など）を無くしましょう。

◆対策その３： 農地周辺の「環境点検」を実施しましょう。

　【点検の視点】 

　●農地周辺に獣のえさ場（放任果実、収穫の残り物など放置）がないか。

　●獣の隠れ場所（すみかや獣道）がないか。

 ■銃器・わな免許取得講習会費用の一部助成に関する問い合わせ先：

　耕地林務水産課　林務水産係　℡：474-1111（内線 424）

■電気柵購入費用の一部助成に関する問い合わせ先：

　農政畜産課　生産流通係　℡：474-1111（内線 433）

　（助成を申請する際は、必ず電気柵をご購入する前にご相談ください。）

鳥獣被害が発生する仕組

◎収穫の残り物を放置

◎餌場と認識される

◎翌年度被害発生

道路に張り出した木や竹の伐採をお願いします

　道路に張り出した木や竹は，自動車や歩行者の通行の支障となります。台風や大雨で木や竹が

倒れて道路が通行止めになることもありますので、適切な管理をお願いします。

　緊急の場合、道路管理者が通行の支障となっている木や竹を了解なく伐採・撤去することがありますのでご理解

をお願いします。また、木や竹の倒木などにより、自動車や歩行者に損害が発生した場合，被害者から木や竹の所

有者が管理責任を問われることがあります。

◆ 支障となる範囲：

 　 道路を安全に通行するため、一定の幅・一定の高さの範囲内に通行の障害となるものを設けてはならない区域と

して建築限界が定められています。建築限界に張り出した木や竹などの伐採にご協力をお願いします。

◆支障となる例：

●道路に木や竹が張り出しており、通行に支障がある。（または、その恐れがある）

●倒木や枝・幹の落下の恐れがある。

●道路に雑草が伸びており，通行に支障がある。見通しが悪い。

■問い合わせ先：本庁　建設課　維持係　　　　　　℡：474-1111（内線 464）

　　　　　　　　志布志支所　産業建設課　土木係　℡：472-1111（内線 404）

   　　　　　　　松山支所　産業建設課　土木建築係　　℡：487-2111（内線 253）

民法第７１７条　土地の工作物の占有者及び所有者

道路法第４３条　道路に関する禁止行為

「餌場」があるということは、「餌付け」と同じです！

歩道 車道

境界境界

建築限界
2.5 ｍ

建築限界
4.5 ｍ

通行障害部

越境部
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◆対象児童：入園時点で満３歳以上

◆募集定員：35 名                                                  

◆保育時間：８時 15 分から 14 時まで

　預かり保育（実費徴収あり）：７時 30 分から８時 15 分まで、 

　　　　　　　　　　　　　　  14 時から 17 時 30 分まで

◆募集期間：11 月１日（木）～翌年１月 31 日（木）

　（土・日・祝日および 12 月 29 日から翌年１月３日を除く）

※保育料等についてはお問合わせください。（保育料月額上限 4,000 円）

※幼稚園の保育状況見学を希望される方は，事前に山重幼稚園にご連絡ください。

※  11 月 29 日（木）に山重幼稚園の発表会が９時 30 分から行われます。ぜひご見学ください。

■入園手続き・問い合わせ先：山重幼稚園　℡：475-1922

   　　　　　　　　　　　　　教育委員会有明分室　℡：474-1111（内線 137）

山重幼稚園　平成 31 年度園児募集

　市教育委員会では、平成 31 年度山重幼稚園の園児を募集します。

キャッチフレーズ：あかるく　のびのび　えがおいっぱい

【特色ある保育活動】

⃝山重小学校との豊かな交流活動によるスムーズな小学校への移行

　（ＡＬＴによる英語活動、芋植え活動、花植え活動、小学生による読み聞かせ、豆まき大会、プール遊び、その他合同行事など )

⃝少人数で一人一人の子どもに寄り添ったきめ細やかな保育

⃝市学校給食センターからの栄養満点の完全給食の実施 ( 小学校と同じ給食 )

　条例公民館の利用予約および使用料の事前納付について、次のとおり変更を予定しています。

　市民の皆さまには大変御迷惑をおかけしますが、趣旨をご理解の上、ご協力をお願いします。

◆趣旨： 公民館主事（嘱託職員）の公民館使用料等の「現金取扱い」を原則廃止するため、条例公民館の利用予約

とこれまでの使用料の事後納付から、納入方法（事前納付）を改めます。

◆開始年月：平成 31 年１月利用分から（予定）

◆利用予約・使用料納入の方法：

条例公民館の利用方法が変わります

施設名称 電話番号

松山地域

新橋地区公民館 ℡：487-2111（内線 263）

泰野地区公民館 ℡：487-8154

尾野見地区公民館 ℡：487-8776

志布志地域

香月地区公民館 ℡：473-0321

安楽地区公民館 ℡：472-3627

志布志地区公民館・分室 ℡：472-2601

有明地域

伊﨑田地区公民館 ℡：474-1510

有明地区公民館 ℡：474-1111（内線 357）

川西地区公民館 ℡：475-1107

◆カギの受け渡し方法：

　 条例公民館利用者のカギの受渡しは、紛失・盗難防止のため、平成 30 年 10 月利用分から、カギ箱にて保管お

よび受け渡しをしています。詳しくは、各地区条例公民館の公民館主事にご確認ください。

◆各地区条例公民館：

◆受付時間：

　休館日以外の８時 30 分から 17 時まで

◆公民館の休館日

　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

　国民の祝日に関する法律に規定する休日

　12 月 29 日から翌年の１月３日までの日

● 利用日の１週間前までに予約してください。

　（電話などで公民館主事に予約状況などを確認の上、ご予約をお願いします。）

●利用者情報などを連絡・確認、使用料納付書が発行されます。

● 利用者は、生涯学習課または各教育分室で使用料納付書を受領し、市内の金

融機関（指定金融機関を含む）窓口で公民館使用料を納付ください。

●   条例公民館を利用する当日、納入した納付書（領収書）を公民館主事に見せ

確認してもらう。確認ができたら、公民館を利用することができます。

■問い合わせ先：教育委員会　生涯学習課　　社会教育係　℡：472-1111（内線 335・336）

　　　　　　　　　　　　　　松山教育分室　教育係　　　℡：487-2111（内線 262・263）

　　　　　　　　　　　　　　有明教育分室　教育係　　　℡：474-1111（内線 137・138）

◆公 売 方 法：入札方式

◆携 行 品： 印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（法人の場合は法人登記簿謄本）

                        入札保証金（現金で納めてください）

　※代理人による入札の場合、委任状および代理人の印鑑・身分証明書

◆入 札 日：11 月２日（金）　９時 30 分受付　10 時開始

◆会 場：市役所本庁　別館１階Ａ会議室

◆市有財産売却地：

物件番号 所在地 登記地目 地積 最低売却価格 入札保証金

17 松山町泰野字町後 551 番 宅地 686.50㎡ 2,005,000 円 101,000 円

　※入札参加資格などの詳細は、志布志市ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

■申込み・問い合わせ先：本庁　財務課　管財係　℡：474-1111（内線 242・243）

　　　　　　　　　　　　松山支所　総務市民課　地域振興係　℡：487-2111（内線 212・323）

市有財産（土地）の公売を行います

　売却する土地は全て現状のまま引き渡しますので、必ず現地をご確認ください。

ぜひ、山重幼稚園を

見 に 来 て く だ さ い。

待ってます！
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平
成
31
年
度
自
治
会
使
送

業
務
委
託
事
業
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

現
在
、
市
職
員
で
行
っ
て
い

る
自
治
会
使
送
業
務
（
毎
月
２

回
市
役
所
と
自
治
会
の
間
で

文
書
の
入
っ
た
袋
の
集
配
を

行
う
業
務
）
を
民
間
委
託
等
の

推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
31
年

度
か
ら
民
間
事
業
者
に
委
託

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
運
送
事
業
者
を
対
象
に
事

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
業
務
委
託
の
内
容
：

　

市
役
所
・
各
支
所
で
文
書
の

入
っ
た
自
治
会
使
送
袋
を
受
け

取
り
、
指
定
日
に
３
８
５
自
治
会

の
行
政
事
務
連
絡
員
に
使
送
袋
を

届
け
、
前
回
配
送
し
た
自
治
会
使

送
袋
を
回
収
し
、
市
役
所
・
各
支

所
に
届
け
る
業
務
で
す
。

◆
対
象
者
：

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
ま
た
は

貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
者

◆
日
時
：

　

１
回
目
：
10
月
22
日
（
月
）

　

２
回
目
：
10
月
29
日
（
月
）

　

19
時
か
ら
（
30
分
程
度
）

◆ 

場
所
：
市
役
所
志
布
志
支
所　

１
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

総
務
課　

文
書
法
制
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
２
４
）

秋
季
合
同
行
政
相
談
の
開
催

　

行
政
相
談
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
行
政
に
対
す
る
意

見
、
要
望
や
相
談
を
受
け
付
け
、

助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
10
月
18
日
（
木
）

　

10
時
～
15
時

◆
場
所
：
市
役
所
志
布
志
支
所

　

 

５
階
会
議
室

◆
行
政
相
談
員
：
中
村 

睦
子

　

佐
野
ス
ミ　

原
口
済

た
す
く

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

本
庁　

総
務
課　

文
書
法
制
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
２
４
）

　

志
布
志
支
所　

地
域
振
興
課　

総
務
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
５
１
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
に
つ
い
て

◆
予
防
接
種
実
施
期
間
：

　

10
月
１
日
～
翌
年
２
月
28
日

◆ 

助
成
対
象
者

※
い
ず
れ
も
接
種
日
時
点
の
年
齢

● 

生
後
６
か
月
以
上
で
、
18
歳
（
平
成

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
ま
で
の
方

　

市
の
助
成
額
：
１
５
０
０
円

● 

65
歳
以
上
の
方

　

市
の
助
成
額
：
２
０
０
０
円

● 

 60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
方

　

（
市
か
ら
個
別
に
通
知
し
ま
す
）　

　

市
の
助
成
額
：
２
０
０
０
円

◆
自
己
負
担
額
：

　

自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
の

接
種
料
か
ら
市
の
助
成
額
を
差
し

引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。

※ 

接
種
料
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

◆
接
種
場
所
：

　

市
内
医
療
機
関
、
志
布
志
市
と

契
約
す
る
市
外
の
医
療
機
関

◆
接
種
回
数
：

　

13
歳
以
上
の
方　

１
回

　

13
歳
未
満
の
方　

２
回

※ 

詳
し
い
接
種
方
法
な
ど
は
医
療
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
の
助
成
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課　

保
健
対
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
６
８
）

平
成
30
年
度
志
布
志
市
戦
没

者
追
悼
式
に
つ
い
て

　

太
平
洋
戦
争
な
ど
で
殉
ぜ
ら
れ

た
戦
没
者
に
対
し
、
追
悼
の
誠
を

捧
げ
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を

挙
行
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
10
月
20
日
（
土
）

　

９
時
30
分
受
付　

10
時
開
式

◆
場
所
：
市
文
化
会
館

※ 

当
日
は
、
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊

の
演
奏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
本
庁　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
７
３
）

●
志
布
志
支
所　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
０
２
）

●
松
山
支
所　

総
務
市
民
課　

福
祉
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
１

（
内
線
２
７
１
）

平
成
30
年
度
給
与
所
得
の
年

末
調
整
説
明
会

◆
日
時
：
11
月
16
日
（
金
）

●
法
人
：
10
時
～
12
時

　
　
　
　

（
９
時
30
分
受
付
）

●
個
人
：
14
時
～
16
時

　
　
　
　

（
13
時
30
分
受
付
）

※ 

会
場
の
収
容
人
員
の
都
合
に
よ

り
、
各
対
象
者
別
に
時
間
を
指

定
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
者
の

別
に
問
わ
ず
、
い
ず
れ
の
時
間

帯
で
も
出
席
で
き
ま
す
。

◆
場
所
：
大
隅
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

（
曽
於
市
大
隅
町
中
之
内
９
１
４
６
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
税
務
署　

総
務
課

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

　

 （
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

●
職
場
で
の
差
別

●
ス
ト
ー
カ
ー
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
・
・

　

悩
ん
で
い
る
内
容
は
ど
ん
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

◆
強
化
週
間
：

　

11
月
12
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

　

平

日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
・
日　

10
時
～
17
時

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

（
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
）

狂犬病の予防注射を受けましょう

　下記の日程で狂犬病予防集合注射を実施します。狂犬病の予防注射は、狂犬病の発生を予防しそ

の蔓延を防止、撲滅することにより、公衆衛生の向上および公共の福祉の増進を図ることを目的と

しています。最寄の会場で接種しましょう。

◆手数料：登録済みの犬　3,400 円

　　　　　 新規登録の犬　6,400 円　 （登録手数料 3,000 円＋注射手数料 3,400 円）

※狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には、登録と狂犬病予防注射が義務付けられています。

※ 転入、転出をされて、犬の移動があった場合や飼い主が変わった場合、犬が死亡した場合は手続きが必要ですの

でご連絡ください。

※注射の際は個別通知書を必ずお持ちください。

◆志布志地域　　実施日：10 月 21 日（日）

場　所 時　間

八野地区構造改善センター ９：00 ～９：10

潤ヶ野地区営農センター ９：20 ～９：30

旧天神ドライブイン前 10：00 ～ 10：10

志布志地区公民館分室（旧ハローワーク） 10：20 ～ 10：30

香月地区公民館 10：40 ～ 10：50

大田食堂（一丁田） 11：00 ～ 11：10

田之浦ふるさと交流館 13：00 ～ 13：10

森山地区生活改善研修センター 13：20 ～ 13：30

帖五区農産加工センター 13：40 ～ 14：00

公設地方卸売市場駐車場 14：10 ～ 14：20

文化会館駐車場 14：30 ～ 14：45

平川商店（清水） 14：55 ～ 15：10

安楽地区公民館 15：20 ～ 15：40

◆松山地域　　実施日：10 月 22 日（月）

場　所 時　間

新橋地区公民館裏 ９：00 ～９：30

泰野地区公民館 ９：40 ～ 10：10

尾野見地区公民館 10：20 ～ 10：50

◆有明地域　　実施日：10 月 25 日（木）

場　所 時　間

伊﨑田青少年館 ９：30 ～９：50

市役所下畜産指導センター 10：10 ～ 10：30

蓬原青少年館 10：50 ～ 11：10

通山青少年館 10：30 ～ 11：50

川西地区公民館 ( 農村研修センター） 13：00 ～ 13：20

原田青少年館 13：40 ～ 14：00

野神青少年館 14：20 ～ 14：40

山重青少年館 15：00 ～ 15：20

平成 30 年度　狂犬病予防集合注射（第２回）　日程表

■問い合わせ先：本庁　市民環境課　環境政策係　℡：474-1111（内線 133）

　　　　　　　　志布志支所　市民税務課　環境衛生係　℡：472-1111（内線 224）

　　　　　　　　松山支所　総務市民課　市民係　℡：487-2111（内線 224）

お
知
ら
せ

（
（
（

・

Information＆

Event

お知らせ・募集
Shibushi  Information
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市営住宅空き家情報

松山地区 志布志地区 有明地区

新規募集 ０戸 ０戸 １戸

継続募集 15 戸 6 戸 ０戸

　新規募集の申込締め切りは、11 月２日です。

　継続募集は、毎週金曜日に締め切ります。

　募集内容の詳細は、市のホームページをご覧いただ

くか、お問い合わせください。

※ 申込から入居まで 10 日から 1 か月を要することがあ

りますので、早めにご相談下さい。

■問い合わせ先：

　本庁 建設課 管理係　℡：474-1111（内線 467）

　松山支所 産業建設課 管理係　℡ 487-2111（内線 255）

　志布志支所 産業建設課 管理係　℡ 472-1111（内線 402）

水 道 修 繕 当 番 店

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路などで水が出ている時は水道課へご連絡ください。

志布志地区

10 月９日～ 10 月 15 日 崎 田 建 設 ℡ 473-0050

10 月 16 日～ 10 月 22 日 志布志水道 ℡ 472-3540

10 月 23 日～ 10 月 29 日 宮 崎 水 道 ℡ 472-1081

10 月 30 日～ 11 月５日 高 吉 組 ℡ 472-0721

11 月６日～ 11 月 12 日 崎 田 建 設 ℡ 473-0050

11 月 13 日～ 11 月 19 日 志布志水道 ℡ 472-3540

有明地区

10 月９日～ 10 月 15 日 西 江 建 設 ℡ 474-2113

10 月 16 日～ 10 月 22 日 山 中 水 道 ℡ 474-1440

10 月 23 日～ 10 月 29 日 池 﨑 建 設 ℡ 475-2068

10 月 30 日～ 11 月５日 郡 山 工 業 ℡ 475-0008

11 月６日～ 11 月 12 日 西 江 建 設 ℡ 474-2113

11 月 13 日～ 11 月 19 日 山 中 水 道 ℡ 474-1440

松山地区

1 0 月 今 井 水 道 ℡ 487-8868

1 1 月 大 迫 建 設 ℡ 487-2058

ケーブルテレビでは、志布志市の話題を市民チャ

ンネルで放送しています。ぜひ、ご覧ください。

ＳＢＳ元気告知板

　市からのお知らせを元気に分かりやすく放送しています。

●更 新 日：毎月１日、16 日

●放送時間：16 時 50 分～　20 時 50 分～　22 時 50 分～

●次回の放送予定：10 月 16 日～ 31 日

　テーマ：各種医療費助成について

フロムしぶし元気アップ体操

●放送時間：   ６時 54 分～（座位バージョン）

　　　　　　 11 時 54 分～（いすバージョン）

Ｔ
て げ

ＥＧＥ　Ｊ
じ ゃ っ ど

ＡＤＯ　Ｎ
に ゅ ー す

ＥＷＳ

●放送時間：7 時～　12 時～　17 時～　21 時～　 23 時～

まこちおもして！志布志にバンザイ

●更 新 日 ：毎月１日、16 日

※都合により変更になる場合があります。ご了承下さい。

■問い合わせ先：企画政策課 広報係　℡：474-1111( 内線 254)

募集・お知らせ
Shibushi  Information

Information＆

Event

■問い合わせ先：水道課  工務係　℡：472-1111（内線 263）

第
４
回
漁
師
の
逸
品
！

「
お
お
す
み
漁
師
飯
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
開
催
に
つ
い
て

　

大
隅
地
域
の
漁
協
が
自
慢
の
地

魚
で
作
る
「
お
お
す
み
漁
師
飯
グ

ラ
ン
プ
リ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

志
布
志
市
か
ら
は
、
志
布
志
漁

協
と
味
処 

勝
吉
が
タ
ッ
グ
を
組

み
、
こ
の
日
の
た
め
に
開
発
し
た

志
布
志
湾
産
ハ
モ
を
使
っ
た
新
作

丼
を
出
品
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
豪
華
海
産
物
な

ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
23
日
（
祝
）

　

10
時
30
分　

食
券
販
売

　

（
２
食
綴
り
１
０
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
）

◆
場
所
：
鹿
屋
市
霧
島
ヶ
丘
公
園

　

（
鹿
屋
農
業
ま
つ
り
内
特
設
会
場
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

耕
地
林
務
水
産
課　

林
務
水
産
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
２
２
）

10
月
は
土
地
月
間

　

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
適
正
な
土
地
の
利
用
が
大

切
で
す
。

　

周
辺
の
方
々
の
生
活
や
自
然
環

境
を
守
る
た
め
、
一
定
面
積
以
上

の
大
規
模
な
土
地
を
売
買
な
ど
で

取
得
し
た
場
合
、
届
出
が
必
要
で

す
。

◆
届
出
が
必
要
な
取
引
面
積
：

●
都
市
計
画
区
域
内
の
場
合

　

５
０
０
０
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
外
の
場
合

　

１
０
０
０
０
㎡
以
上

◆
届
出
方
法
：

　

契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以

内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市
区
町

村
役
所
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当

窓
口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

建
設
課　

用
地
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
６
８
）

～
ま
だ
ま
だ
元
気
に
現
役
で
～　　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

活
躍
の
場
を
！

　

10
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
の

た
め
に
、
健
康
管
理
を
し
な
が
ら
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
働
け
る
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
仕
事
内
容
：

　

植
木
剪
定
、
刈
払
い
、
農
作
業

　

除
草
作
業
、
一
般
事
務
、
調
理

　

家
事
サ
ー
ビ
ス
な
ど

◆
報
酬
：

　

従
事
し
た
仕
事
に
応
じ
、
セ
ン

タ
ー
が
配
分
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

◆
入
会
説
明
会
：

●
志
布
志
支
所

　

（
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
隣
）

　

毎
週　

月
曜
日
・
金
曜
日

●
城
山
総
合
公
園
体
育
館
会
議
室

　

偶
数
月
の
第
３
水
曜
日

●
有
明
本
所
（
市
役
所
本
庁
裏
）

　

随
時

※
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
10
時
～
15
時

◆
刃
物
研
ぎ
：

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

　

有
明
本
所
に
て
９
時
～
12
時

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
２
５
０
０

曽
於
南
部
地
区
の
畑
か
ん
の

事
業
完
了
年
度
が
迫
っ
て
い

ま
す
！

　

曽
於
南
部
地
区
（
山
重
、
野
神
、

原
田
の
一
部
、
蓬
原
の
一
部
）
は
、

平
成
31
年
度
に
県
営
畑
か
ん
事
業

が
終
了
し
ま
す
。
事
業
区
域
内
の

給
水
栓
、
散
水
器
具
な
ど
の
申
込

期
限
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
で
、
給
水
栓
は
無
料
、
散
水
器

具
な
ど
は2

0
.2

5

％
の
負
担
で
設

置
す
る
こ
と
が
で
ま
す
。

　

こ
の
申
込
期
限
後
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
設
置
を

お
考
え
の
方
は
お
早
め
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

（
大
崎
町
野
方
６
４
８
２
番
地
７
）

　

℡
：
４
７
４
‐
０
１
７
１

●
市
役
所　

農
政
畜
産
課

　

畑
か
ん
推
進
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
３
１
・
４
３
２
）

働
く
マ
マ
＆
　

働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の

お
仕
事
＆
育
児
相
談
カ
フ
ェ

　

こ
れ
か
ら
再
就
職
を
考
え
て
い

る
マ
マ
や
現
在
お
仕
事
を
し
て
い

る
マ
マ
、
お
仕
事
や
子
育
て
に
つ

い
て
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時
：
11
月
24
日
（
土
）

　

午
後
（
予
定
）

◆
場
所
：

　

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ

　

あ
お
ぞ
ら

　

（
有
明
町
野
井
倉
１
２
０
７
‐
１
）

◆
定
員
：
20
名

　

無
料
託
児
あ
り
（
事
前
予
約
制
）

◆
参
加
費
：

　

５
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

◆
内
容
（
予
定
）
：

● 

育
児
中
の
女
性
の
雇
用
に
積
極

的
な
企
業
が
参
加
す
る
企
業
説

明
会

● 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
マ
ザ
ー
コ
ー

ナ
ー
）
に
よ
る
就
労
相
談
や
雇

用
保
険
な
ど

●
市
の
子
育
て
支
援
制
度
な
ど

●
個
別
相
談
・
交
流
タ
イ
ム　

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

港
湾
商
工
課　

商
工
振
興
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
６
）

ね
っ
た
ぼ
ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ

グ
ラ
ン
プ
リ
開
催

◆
応
募
資
格
：

　

個
人
、
団
体
、
プ
ロ
、
ア
マ
問

わ
ず
誰
で
も
応
募
可
能
で
す
。
１

次
審
査
を
通
過
し
た
場
合
に
、
２

次
審
査
会
場
（
都
城
市
）
に
作
品

を
持
参
で
き
る
方
。

◆
募
集
内
容
：

　

ね
っ
た
ぼ
の
原
料
で
あ
る
サ
ツ

マ
イ
モ
と
餅
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ね
っ
た
ぼ
そ
の
も
の
を
使
っ

て
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
材
料
費
は
２
０
０
０
円

以
内
で
す
。

◆
募
集
期
限
：
11
月
9
日
ま
で

◆
応
募
方
法
：

　

応
募
用
紙
に
レ
シ
ピ
の
写
真
を

添
付
し
、
応
募
先
の
メ
ー
ル
ま
で

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰
：

●
グ

ラ

ン

プ

リ　

１
名

　

ギ
フ
ト
カ
ー
ド　

５
万
円
分

●
準
グ
ラ
ン
プ
リ　

２
名

　

ギ
フ
ト
カ
ー
ド　

１
万
円
分

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

港
湾
商
工
課　

観
光
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
３
）

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kan
kou

@
city.sh

ibu
sh

i.lg.jp

募　

集

昨年度のイベントの様子
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区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 3 , 8 6 1 【 ▲ 5 0 7 】 6 8 【 ▲ ７ 】

死者数 4 1 【  ▲ ３ 】 2 【 ＋ １ 】

傷者数 4 , 5 1 8 【 ▲ 6 3 6 】 7 5 【 ▲ 1 3 】

交 通 事 故 発 生 状 況
平成 30 年８月末現在累計（Ｈ 30 年１月～８月） 

 ※【　】は昨年比

募集・お知らせ
Shibushi  Information

Information＆

Event

こはるちゃん 凛
り ん と

仁ちゃん 陽
ひ な

菜ちゃん

遥
は る と

翔ちゃん ひまりちゃん朔
さ く と

斗ちゃん

陸
りく

ちゃん遼
りょうめい

明ちゃん 怜
れ お

皇ちゃん珠
み あ

愛ちゃん

９月に行われた５歳児歯科

検診で、むし歯も処置歯も

無かった子どもたちです！

む
し
歯

郷
土
料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、

食
文
化
と
技
の
伝
承
を
目
的
に
郷

土
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
地

元
産
の
食
材
を
使
っ
た
昔
な
が
ら

の
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
「
か
っ
き
ゃ
れ
な
ま
す
」

「
豚
骨
」「
高こ

れ麗
菓
子
」
な
ど
正
月

に
も
使
え
る
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

男
女
問
わ
ず
、
初
心
者
で
も
大

歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
11
月
18
日
（
日
）

　

９
時
～
13
時

◆
場
所
：
川
西
地
区
公
民
館

◆
定
員
：
先
着
15
名

◆
参
加
費
用
：
１
０
０
０
円

　

（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

◆
持
っ
て
く
る
も
の
：

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

◆
申
込
期
限
：
11
月
９
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
畜
産
課　

農
政
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
２
８
）

囲
碁
大
会
参
加
者
募
集

◆ 

武
宮
正
樹
九
段
と
三
間
俊
文
七

段
に
よ
る
講
演
会
・
公
開
対
局
・

指
導
碁

●
日
時
：
11
月
17
日
（
土
）

　

講

演

会　

13
時
～

　

公
開
対
局
：
14
時
10
分
～

　

指

導

碁
：
15
時
20
分
～

◆
囲
碁
大
会

●
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　

９
時
～
受
付　

10
時
～
開
始

● 

定
員　

先
着
１
０
０
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
場
所
：
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ

※ 

講
演
会
・
公
開
対
局
は
参
加
無

料
で
す
が
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※ 

参
加
費
は
参
加
申
込
み
時
に
大

会
事
務
局
へ
振
り
込
み
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
申
込
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
：

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
大
会
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切
：
10
月
25
日
ま
で

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
会
事
務
局
（
安
留　

寧
）

　

〒
８
９
９
‐
７
５
０
３

　

有
明
町
蓬
原
２
７
１
４

Ｆ
ＡＸ：
０
９
９
‐
４
７
５
‐
０
１
４
７

℡
：
０
９
０
‐
１
５
８
６
‐
４
３
３
４

◆参加料 大人 高 校 生 以 下

11/17　
指 導 碁

1,500 円 1,000 円

　　※ 日本棋院の会員は、1,000 円

　　　会員証を持ってきてください。

11/18　
囲碁大会

2,000 円 1,000 円

犬
・
猫
里
親
さ
が
し
の
会

◆
日
時
：

　

11
月
11
日
（
日
）
11
時
～
15
時

◆ 

場
所
：
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

か
ご
し
ま 

し
ぶ
し
店 

駐
車
場

◆
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
：

● 

終
生
、
家
族
と
し
て
大
切
に
お

世
話
し
て
く
だ
さ
る
方
。

● 

里
親
が
決
ま
っ
た
ら
、
双
方
に

手
続
き
料
千
円
が
発
生
し
ま
す
。

● 

不
妊
・
去
勢
手
術
の
済
ん
で
い

な
い
犬
・
猫
の
里
親
か
ら
は
、

犬
１
万
円
、
猫
５
千
円
の
預
か

り
金
を
い
た
だ
き
、
手
術
終
了

後
に
お
返
し
し
ま
す
。

● 

里
親
希
望
の
方
は
、
身
分
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

里
親
希
望
の
方
に
は
、
面
談
が

あ
り
ま
す
。

※ 

里
親
を
探
し
た
い
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
で

き
る
だ
け
ご
家
族
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

犬
・
猫
と
共
生
を
め
ざ
す
会
志
布
志

　

℡
：
０
８
０
‐
５
２
６
８
‐
３
２
０
３

　お詫びと訂正

　市報しぶし 2018（平成 30）年度９月号で企業名の誤りがありました。関係者の皆さまに対しお詫びし、訂正いたします。

　７ページ　特集：ふるさと納税　　　誤）谷口青果　様　正）谷田青果　様

プ
レ
ゼ
ン
ト
２

ＦＭ志布志からむかし話のＣＤをプレゼント

　 昔から有明町に語り継がれてきたむかし話を全編方言で朗読した

「有明のむかし話」のＣＤ（３枚セット）を３名にプレゼントします。

　 ＦＭしぶしは 10 月 13 日で開局 12 周年を向かえます。10 月 20 日（土）

13 時から開局記念生放送を行います。ぜひお聞きください。

志布志市で生産される「お茶の名前」を募集します

　志布志市は九州で第２位の生産量を誇るお茶の産地です。

　これから志布志市産のお茶が世界に羽ばたくことができるような「お茶の名前」を募集します。

◆募 集 趣 旨： 現在、志布志市で生産されているお茶には、統一した名称がありません。志布志市産のお茶を

全国にＰＲするためには、統一した「お茶の名前」が必要です。そのため、「お茶の名前」を募

集します。

◆名 称 に つ い て：語尾は「○○○○○○○茶」とします。文字制限などはありません。

　　　　　　　例）南九州市→知覧茶　霧島市→霧島茶

◆賞 品：最優秀賞　１点　志布志市産茶 30,000 円相当

◆募 集 期 間：10 月 10 日（水）～ 11 月 9 日（金）

◆応 募 方 法： 専用の応募用紙はありません。任意様式に「お茶の名前」と住所・氏名・連絡先を記入の上、

市役所本庁各支所の案内所に設置する応募ボックスに入れていただくか、ＦＡＸ、メールアド

レスに送付してください。

※ 最優秀に選ばれた「お茶の名前」は、今後志布志市産のお茶の名称として使用させていただきます。それに関する一

切の権利は志布志市茶業振興会および志布志市に帰属するものとします。

※ 応募いただいたお茶の名称は、市茶業振興会の審査会を経て決定します。結果の発表と表彰は、後日開催する予定で

す。同名多数の場合は、抽選とします。

■問い合わせ先：農政畜産課　茶業振興係　℡：474-1111（内線 410・434）　ＦＡＸ：474-2377

　　　　　　　　メールアドレス：tyagyousinkou@city.shibushi.lg.jp
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校区公民館活
動を紹介しま

す！
平成３０年

度は

校区公民館活
動を紹介しま

す！
平成３０年

度は

「キラリ青春！」募集中
　「キラリ青春！」のコーナーに出たい方を募集しま

す。自薦・他薦は問いません。

　条件は① 18 歳以上、②市内出身もしくは市内で働

いている方、③未婚の方、④過去にこの「キラリ青

春！」に掲載されたことがない方です。
※ 所属されている会社の許可が必要な場合は、各自確認をお願いします。

※場合により、取材・掲載できないことがあります。

■問い合わせ先：企画政策課　広報係　（担当　牛込）

　℡ 474-1111（内線 274）

広
告

広
告

広
告

広
告

祭
り
当
日
武
者
行
列
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
高
校
生
・
一
般
の
方
を
募
集
中
（
10
月
19
日
ま
で
）

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
で
も
使
わ
れ
た
や
っ
ち
く
鎧
で
侍
体
験
し
ま
せ
ん
か
！

第
30
回 

秋
の
陣
ま
つ
り

前
夜
祭
：
11
月
10
日
（

土
）
18
時
～

本　

祭
：
11
月
11
日
（

日
）
８
時
30
分
～

志
布
志
市
松
山
町
城
山
総
合
公
園
内（

特
設
会
場
）

松山城ライトアップ　必見！松山城・二ノ丸
明治維新歴史館／フラダンス／ＳＹＢ志布志キッズ／ベリーダンス／志布志千軒太鼓／有明魁伝太鼓

奉納武者行列／山積み野菜の大盤振舞／通行手形の無料配布（先着 2000 名）
明治維新 150 周年パレード／田之浦神楽／さむらい鍋、やっちく団子、こんにゃく、甘酒の大盤振舞
さゆり保育園お遊戯／子ども陣場そり競争／劇団ニライスタジオ／ちりめん太鼓／原田和太鼓童・翔
君島　遼ものまねショー　ほか

前夜祭

本 祭

■問い合わせ先：秋の陣まつり実行委員会

　　　　　　　　（市役所　松山支所　総務市民課内）

　　　　　　　　℡：487-2111（内線 323）

【ホームページ】

http://yattiku.net

【ブログ】

http://maruta.be/yattiku
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℡
：

099-474-1111　
Fax：

 099-474-2281

志布志市　暮らしのカレンダー

10 月
10 日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）

11 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30　健康ふれあいプラザ）

12 日 金

13 日 土

14日 日

15 日 月

16日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●大隅地区司法書士無料法律相談【志布志】※１
　（13：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室）

17 日 水
●女性支援相談室【有明】
　（13：00 ～ 17：00　有明地区公民館）

18 日 木

●秋季合同行政相談
　（10：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00　伊﨑田公民館）

19 日 金

20日 土
●ＦＭしぶし開局 12 周年記念生放送
　（13：00 ～　ＦＭ志布志スタジオ）

21 日 日
●新酒まつり
　（10：00 ～　若潮酒造）

22 日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00　市民センター）

23 日 火

24日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）
●はぐくみランドミニ運動会
　（10：00 ～ 12：00　鉄道記念公園内）

25 日 木

26日 金

27日 土
●市文化協会　総合芸術祭
　（13：00 ～　市文化会館）

28日 日
●市文化協会志布志支部　秋の芸術祭
　（ ９：30 ～　市文化会館）

29 日 月

30日 火

31 日 水

●松山子育てサロン　のびのびすくすく
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●さようなら　旧さんふわわあきりしま
　（17：30 ～　志布志港フェリーターミナル）

11 月

１日 木

２日 金

３日 土

４日 日
●市文化協会有明支部　文化祭
　（12：30 ～　有明地区公民館）

５日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00　市民センター）

６日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●大隅地区司法書士無料法律相談【有明】※２
　（13：00 ～ 15：00　本庁３階会議室）

７日 水

●女性支援相談室【志布志】
　（13：00 ～ 17：00　志布志支所５階会議室）
●農業用廃プラスチック類回収
　（9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00）
　有 明 地 区：伊﨑田ＦＡ茶工場
　志布志地区：農業公社志布志支所
　松 山 地 区：ＪＡそお鹿児島東部総合センター

８日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30　健康ふれあいプラザ）

９日 金

10日 土
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【前夜祭】
　（18：00 ～　松山城山総合公園）

11 日 日
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【本祭】
　（ 8：30 ～　松山城山総合公園）

12 日 月

13 日 火

14日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）

15 日 木
●子育て講座
　（9：30 ～ 12：30　やっちくふれあいセンター）

10 月・11 月の行事予定

 ●げんき市【丼や和華のとなり】

　  毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】

　10 月 21 日、11 月２日、11 月 14 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）

　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

※１　 法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　

℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。

※２　 法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　

℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。

　

市
報
し
ぶ
し
10
月
号
が
完
成
し
ま
し
た
。

９
月
は
祝
日
が
２
回
あ
る
た
め
か
、
い
つ

も
よ
り
時
間
が
早
く
感
じ
ら
れ
、
こ
の
前

先
月
号
の
編
集
後
記
を
考
え
た
ば
か
り
と

思
う
く
ら
い
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
▼

今
回
ま
ち
の
話
題
に
掲
載
し
た
原
田
昌
司

さ
ん
の
世
界
大
会
優
勝
。
原
田
さ
ん
は
50

歳
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
大
会
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
初
出
場
で
優
勝
を
成
し
遂
げ
ら

れ
ま
し
た
。
▼
年
齢
を
重
ね
ら
れ
て
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
た
意
欲
と
努
力
を
続
け

ら
れ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
▼

私
も
た
だ
年
齢
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、

い
つ
ま
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
▼
秋
が

深
ま
り
、
体
を
動
か
す
に
は
い
い
気
候
に

な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
上
達
し
な
い
ゴ

ル
フ
、
め
げ
ず
に
ど
ん
ど
ん
練
習
し
て
い

い
ス
コ
ア
を
出
し
た
い
で
す
。
（
牛
込
）

編
集
後
記


